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課
題
と
方
法

過
疎
が
わ
が
国
の
地
域
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

高
度
成
長
の
過
程
で
、
山
村
・
離
島
な
ど
い
わ
ゆ
る
辺
地
を
中
心
に
、
若

年
層
か
ら
始
ま
り
、
中
高
年
層
、
さ
ら
に
は
挙
家
離
村
と
い
う
形
で
人
口

の
流
出
が
続
き
、
こ
れ
ら
地
域
の
人
口
が
急
激
に
減
少
し
、
こ
れ
が
産
業

の
発
展
を
阻
害
し
、
市
町
村
行
財
政
能
力
を
低
下
さ
せ
、
生
活
環
境
施
設

の
立
ち
遅
れ
を
招
き
、
そ
れ
が
さ
ら
に
人
口
流
出
を
促
進
す
る
と
い
っ
た

悪
循
環
を
生
み
、
地
域
社
会
の
維
持
が
困
難
に
な
る
と
い
う
状
況
を
呈
し

て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
五
年
に
、
一

0
年
間
の
時
限
・
議
員
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た

「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
は
、
産
業
基
盤
と
生
活
環
境
の
整
備
を

図
る
こ
と
に
よ
り
人
口
急
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
で
い
う
と
こ
ろ
の
過
疎
地
域
と
は
、
昭
和
三
五

1
四
O
年
の
人
口
減
少
率
が
一

O
%以
上
で
、
四
一

t
四
三
年
度
の
平
均

財
政
力
指
数
が

0
・
四
未
満
の
市
町
村
で
あ
り
、
過
疎
法
で
は
、
人
口
、
が

(
l
u
 

急
減
し
財
政
力
が
弱
い
市
町
村
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
過
疎
市
町
村
の
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
第
l
表
の
よ
う
に
、
高

度
成
長
の
最
盛
期
、
一
二
五
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
急
速
に
減
少
し
た
過

疎
地
域
の
人
口
は
、
四
五

t
五
O
年
、
さ
ら
に
は
五

O
t
五
五
年
と
、
近

年
減
少
の
テ
ン
ポ
は
鈍
化
し
て
き
で
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
人
口
の
過
度

一
一一一



過疎地域の人口減少率，老齢人口割合の推移第 l表
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の
減
少
防
止
と
い
う
過
疎
法
の
緊
急
的
な
目
的
は
一
応
達
成
さ
れ
た
か
に

み
え
る
。
し
か
し
過
疎
問
題
は
こ
れ
で
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
過
疎

化
の
後
遺
症
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
過
去
の
急
激
な
人

口
減
少
の
結
呆
、
地
域
社
会
の
基
盤
は
弱
化
し
、
第
l
表
の
老
齢
人
口
割

合
の
推
移
が
示
す
よ
う
に
、
老
齢
化
は
一
貫
し
て
進
行
し
て
お
り
、
全
国

平
均
の
老
齢
人
口
割
合
と
の
開
き
は
拡
大
す
る
一
方
で
あ
る
。

「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
の
期
限
が
き
れ
る
昭
和
五
五
年
に
、

「
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
」
が
や
は
り
一

0
年
間
の
時
限
・
議
員
立

法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
新
過
疎
法
で
は
、
「
人
口
の
激
減
に
よ
り

地
域
社
会
の
機
能
が
低
下
し
、
生
活
水
準
お
よ
び
生
産
機
能
が
他
の
地
域

に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
等
の

整
備
に
関
す
る
総
合
的
・
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
特

別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
地
域
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て

住
民
福
祉
の
向
上
、
雇
用
の
増
大
お
よ
び
地
域
格
差
の
是
正
に
寄
与
す
る

(
2
)
 

こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
過
疎
地
域
と
し
て
は
、
昭
和
三
五

t
五

O
年
の
人
口
減
少
率
二

O
%以
上
で
、
五
一

t
五
三
年
度
の
平
均
財
政
力

指
数
0
・
三
七
以
下
の
市
町
村
と
い
う
よ
う
に
、
過
去
に
お
け
る
人
口
減

少
が
激
し
か
っ
た
、
そ
し
て
財
政
カ
の
弱
い
市
町
村
を
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
過
疎
対
策
は
、
人
口
激
減
地
域
に
特
別
の
措
置
を
講
じ
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
緊
急
的
な
対
策
か
ら
、
過
去
の
人

口
激
減
の
後
遺
症
に
悩
む
地
域
に
対
し
て
、
地
域
振
興
に
よ
り
地
域
格
差

注.



の
是
正
を
図
る
と
い
う
地
域
振
興
対
策
の
方
向
に
転
換
し
て
き
で
い
る
。

し
か
し
過
疎
現
象
が
地
域
の
社
会
経
済
活
動
、
住
民
の
生
活
行
動
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
状
況
を
現
出
さ
せ
る
の
は
、
市
町
村
全
域
に
お
い
て
よ
り

は
む
し
ろ
市
町
村
域
内
の
特
定
小
地
域
、
集
落
に
お
い
て
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
過
疎
現
象
を
市
町
村
単
位
で
と
ら
え
る
の
は
、
問
題
を
見

誤
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
人
口
減
少
テ
ン
ポ
の
鈍
化
と
い
っ
て
も
、
過
疎
市

町
村
内
の
中
心
集
落
の
人
口
増
加
と
末
端
集
落
の
減
少
が
相
殺
さ
れ
た
結

果
か
も
し
れ
な
い
し
、
老
齢
化
の
進
行
も
集
落
聞
に
差
が
あ
ろ
う
。
土
地

利
用
の
低
下
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
過
疎
市
町
村

内
部
で
の
地
域
間
の
格
差
、
す
な
わ
ち
中
心
集
落
と
末
端
集
落
、
戸
数
規

模
の
大
き
い
集
落
と
小
規
模
集
落
な
ど
の
聞
で
の
生
産
や
生
活
に
か
か
わ

る
諸
条
件
の
格
差
拡
大
に
限
を
む
け
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
過
疎
の
実
態
と
問
題
点
の
把
握
に
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の

分
析
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
市
町
村
以
下
の
小
地
域
レ
ベ
ル

で
の
分
析
が
必
要
と
な
る
。
集
落
レ
ベ
ル
で
の
過
疎
の
実
態
把
握
は
、
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
形
で
様
々
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
レ
ベ
ル

で
の
過
疎
集
落
の
実
態
把
握
、
マ
ク
ロ
の
分
析
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
過
疎
地
域
市
町
村
に
つ
い
て
の
集
落
レ
ベ
ル
で

の
総
合
的
、
全
国
的
な
統
計
の
整
備
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
か
ら
と
思
わ

れ
る
。し

か
し
市
町
村
以
下
の
小
地
域
単
位
の
統
計
は
現
に
存
在
し
て
い
る
。

《
ノ
l
卜
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

た
だ
こ
れ
が
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
全
国
規
模
で
の

市
町
村
レ
ベ
ル
以
下
の
小
地
域
統
計
と
し
て
は
、
メ
ッ
シ
ュ
統
計
と
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
集
落
単
位
の
デ
l
夕
、
そ
れ
に
国
土
庁
地
方
振
興

局
の
「
農
村
地
域
整
備
状
況
調
査
」
が
集
落
単
位
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

(
3〉

く
れ
る
。

こ
こ
で
は
市
町
村
以
下
の
小
地
域
単
位
統
計
と
し
て
、
全
国
一
律
に
デ

ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
集
落
単
位
の
統
計
の

利
用
を
考
え
た
。
具
体
的
に
は
、
「
一
九
八

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
・

農
業
集
落
カ
l
ド
」
の
一
覧
表
テ
i
プ
の
利
用
で
あ
る
。
農
業
集
落
カ
ー

ド
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
家
調
査
と
農
業
集
落
調
査
の
多
様
な
集
計

項
目
と
分
析
指
標
の
数
字
を
、
農
業
集
落
ご
と
に
カ
l
ド
形
式
で
収
録
し

て
あ
る
。
し
か
し
全
国
規
模
で
の
過
疎
地
域
集
落
の
統
計
分
析
と
い
っ
た

大
量
デ

I
タ
の
処
理
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
が

可
能
な
一
覧
表
形
式
の
磁
気
テ

l
プ
の
利
用
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
で
は
、
「
一
九
八

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
・
農
業
集
落
カ
ー

ド
」
の
デ
I
タ
だ
け
を
使
用
し
、
し
た
、
が
っ
て
分
析
は
、
こ
の
デ
ー
タ
の

範
閤
内
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
一
九
八

O
年
セ
ン
サ
ス
は
、
昭
和
五
五
年

一
一
月
一
日
現
在
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
過
疎
地
域
市
町
村
は
、
五
六
年

四
月
現
在
の
全
国
一
一
五
一
市
町
村
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
過
疎
市
町
村

の
農
業
集
落
四
万
一
七
一
一
一
集
落
の
五
五
年
二
月
一
日
現
在
の
状
況
を
み

る
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

五
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

つ
ぎ
に
本
稿
の
対
象
で
あ
る
。
小
規
模
集
落
4

で
あ
る
が
、
集
落
の
規

模
を
示
す
指
標
と
し
て
は
、
集
落
人
口
、
戸
数
、
総
土
地
面
積
、
総
産
出

額
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
農
業
集
落
カ
ー
ド
か
ら
デ
l
タ
が
得
ら
れ
る
の

は
戸
数
だ
け
で
、
土
地
面
積
は
耕
地
と
山
林
原
野
だ
け
で
、
し
か
も
そ
の

把
握
は
正
確
さ
に
欠
け
る
の
で
、
集
落
規
模
は
総
戸
数
を
も
っ
て
一
示
す
こ

と
に
し
た
。
ま
た
何
を
も
っ
て
小
規
模
集
落
と
す
る
か
の
基
準
が
と
く
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
三

O
戸
来
満
の
集
落
と
し
た
。
と
い
う

の
は
戸
数
を
あ
ま
り
小
さ
く
す
る
と
、
過
疎
集
落
の
も
つ
多
様
性
が
見
失

わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
玉

O
戸
あ
る
い
は
一

O
O戸
以
上
の
戸
数

規
模
に
な
る
と
、
過
疎
市
町
村
の
基
幹
的
な
集
落
な
ど
が
含
ま
れ
て
し
ま

う
。
一
二

O
戸
未
満
く
ら
い
が
過
疎
集
落
の
抱
え
る
問
題
点
を
的
確
に
と
ら

え
、
か
つ
戸
数
規
模
別
そ
の
他
の
集
落
類
型
別
の
検
討
に
十
分
に
耐
え
ら

れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
本
稿
で
の
分
析
方
法
で
あ
る
が
、
農
業
集
落
カ
l
ド
の
一
覧
表

テ
l
プ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
量
か
つ
多
様
な
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
デ

ー
タ
を
と
り
出
し
て
各
種
の
ク
ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
そ
し
て
こ
れ
ら

の
ク
ロ
ス
表
を
使
っ
て
過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造
と
特
性
、
そ
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
順
序
に
な
る
。

ま
ず
過
疎
市
町
村
の
全
農
業
集
落
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
全
体
構
成
を

把
握
し
、
過
疎
市
町
村
内
に
存
在
す
る
小
規
模
集
落
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
戸
数
規
模
別
と
農
家
率
別
な
ど
四
つ
の
ク
ロ
ス
表
を
作

-
~ 

ノ、

成
し
た
。
つ
ぎ
に
一
ニ
O
戸
未
満
の
小
規
模
集
落
だ
け
を
対
象
に
し
て
、
後

述
の
よ
う
な
六
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
こ
れ
を
区
分
し
、
こ
の
基
礎
分
類
を

組
み
合
わ
せ
て
一
二
個
の
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
も

と
に
し
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
全
体
構
成
と
そ
の
特
徴
を
大
づ
か
み
に

把
握
す
る
。

最
後
に
、
農
業
集
落
カ

i
Fの
集
計
項
目
お
よ
び
分
析
指
標
の
中
か
ら
、

過
疎
小
規
模
集
落
の
現
在
の
問
題
状
況
を
把
握
す
る
に
必
要
と
考
え
ら
れ

る
指
標
を
選
択
し
、
上
記
の
基
礎
分
類
を
表
側
に
、
こ
の
指
標
を
表
頭
項

目
と
す
る
多
数
の
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
た
。
こ
の
集
落
特
性
指
標
と
し
て

は
、
農
家
構
成
、
農
家
の
経
営
規
模
、
農
家
労
働
力
構
成
、
土
地
利
用
状

況
、
土
地
基
盤
整
備
状
況
、
小
学
校
へ
の
通
学
の
便
不
便
、
道
路
整
備
状

況
、
交
通
条
件
、
医
療
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
、
供
給
終
末
処
理
の
状
況
等
々

過
疎
小
規
模
集
落
の
生
産
、
生
活
に
係
わ
る
多
様
な
側
面
に
つ
い
て
の
指

標
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
ク
ロ
ス
表
を
土
台
に
し
て
、
過
疎

小
規
模
集
落
に
お
け
る
生
産
活
動
と
そ
れ
を
担
う
主
体
的
条
件
の
あ
り
様
、

土
地
利
用
、
生
活
環
境
条
件
に
関
し
て
の
特
徴
と
、
抱
え
て
い
る
問
題
点

を
摘
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
稿
は
、
全
国
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
集
落
単
位
の
統
計
デ

i
タ
に
よ
っ

て
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
今
後
の
過
疎
対
策
を
考
え

る
に
際
し
て
の
基
礎
的
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
は
過
疎
開
題
に
と
っ
て
の
予
備
的
考
察
で
あ
る
。



注
(

i

)

過
疎
市
町
村
は
圏
が
指
定
す
る
の
で
は
な
く
、
過
疎
法
の
要

件
に
該
当
す
れ
ば
自
動
的
に
決
ま
り
、
公
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は

新
過
疎
法
で
も
同
じ
で
あ
る
。

(

2

)

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
、
第
一
条
。

(

3

)

地
域
メ
ッ
シ
ュ
統
計
は
、
全
国
を
縦
横
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

す
な
わ
ち
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
同
一
面
積
(
基
準
メ

ッ
シ
ュ
)
に
区
分
し
て
、
こ
の
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に
国
勢
調
査
や

事
業
所
統
計
な
ど
の
デ

1

9
を
お
と
し
た
も
の
で
、
農
業
セ
ン

サ
ス
の
農
家
調
査
の
デ
ー
タ
も
メ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
メ
ッ
シ
ュ
に
は
市
町
村
と
い
う
行
政
単
位
も
、
集
落
と
い

っ
た
地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
も
一
切
は
い
っ
て
こ
な
い
。
地
図

上
で
機
械
的
に
区
分
し
た
無
性
格
な
一
区
画
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
土
壌
と
か
植
生
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
空
間
分
布
を
み
る

場
合
等
は
、
メ
ッ
シ
ュ
デ
l

F
は
有
効
で
あ
る
う
が
、
過
疎
と

は
す
ぐ
れ
て
地
域
位
会
的
な
問
題
で
あ
り
、
メ
ッ
シ
ュ
を
単
位

と
し
た
統
計
分
析
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
「
農
村
地

域
整
備
状
況
調
査
」
は
、
全
国
全
集
落
を
対
象
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
農
業
振
興
地
域
指
定
市
町
村
の
う
ち
の
八

O
O市
町

村
、
約
二
万
六

0
0
0
集
落
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

4

)

本
稿
の
分
析
の
素
材
と
し
た
ク
ロ
ス
集
計
表
は
、
財
団
法
人

過
疎
地
域
問
題
調
査
会
が
国
土
庁
か
ら
昭
和
五
六
年
度
の
地
方

振
興
対
策
調
査
と
し
て
委
託
を
う
け
た
「
過
疎
地
域
に
お
け
る

小
規
模
集
落
の
ゆ
め
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
調
査
研
究
委

《
ノ

I
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

員
の
一
人
と
し
て
、
筆
者
が
農
水
省
統
計
情
報
部
農
林
統
計
課

の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
報
告
書
の
別

冊
・
統
計
編
と
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
筆
者
が
分

担
し
た
同
報
告
書
の
統
計
分
析
編
を
全
面
的
に
書
ぎ
改
め
た
も

の
で
あ
る
。過

疎
地
域
小
規
模
集
落
の
位
置
づ
け

昭
和
五
六
年
四
月
一
日
現
在
の
全
国
過
疎
市
町
村
二
五
一
市
町
村
の

農
業
集
落
は
、
一
九
八

O
年
農
業
セ
ン
ザ
ス
で
は
、
四
万
一
七
一
二
集
落

で
あ
る
。
こ
れ
を
総
戸
数
規
模
別
に
非
過
疎
市
町
村
と
対
比
し
て
み
る
と
、

第
2
表
の
よ
う
に
な
る
。

過
疎
市
町
村
の
農
業
集
落
構
成
は
、
非
過
疎
市
町
村
の
そ
れ
と
較
べ
る

と
、
明
ら
か
に
総
戸
数
規
模
の
小
さ
い
集
落
の
割
合
が
高
い
。
本
稿
で
小

規
模
集
落
と
し
て
分
析
の
対
象
と
す
る
三

O
戸
未
満
の
集
落
は
、
過
疎
市

町
村
全
集
落
の
約
半
分
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
非
過
疎
市
町
村
の
そ
れ

は
約
二
割
で
あ
る
。
一

O
O戸
以
上
の
集
落
に
な
る
と
、
過
疎
市
町
村
九

%
に
対
し
て
非
過
疎
市
町
村
三
四
%
と
い
う
よ
う
に
、
過
疎
市
町
村
で
は

戸
数
規
模
の
大
き
い
集
落
の
割
合
は
著
し
く
低
い
。
ち
な
み
に
、
全
国
の

農
業
集
落
の
平
均
戸
数
は
一
四
一
戸
、
都
市
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
行
政

区
が
別
に
な
っ
て
い
る
非
農
家
集
団
を
除
い
た
平
均
戸
数
で
も
一
一
六
戸

(

l

)

 

で
あ
る
。

七



第 2表過疎，非過疎市町村の総戸数規模別農業集落構成

過疎市町村 非過疎市町村

農業集落数|構成比 農業集落数 l構成比

% ?ら

o - 9戸 2，605 6.2 2.1 

10 - 14 3，902 

15 - 19 4，639 11. 1 
19，754 19.6 

20 - 24 4，568 10.9 

25 - 29 4，090 9.8 

(30戸未満言十) i 19，804 47.5 21，856 21.7 

30 - 39 6，214 
20，544 20.4 

40 - 49 4，142 9.9 

50 - 99 7，713 18. 5 24，397 24.2 

100 - 3，848 9.2 33，859 ， 33.6 

合 言十 41，721 100.0 100.0 

第 3表過疎市町村の総戸数規模別農業集落と行政区との関係
(単位:%) 

|行El-|一ト致し な
17臥，も同げ日iJ， I合 計

致 合わせるを合わせい t!.1. 、
と一致 ると一致

o - 9戸 74.8 4.3 lヲヲ 0.6 0.5 100.0 

10 - 14 77.2 4.6 17.4 0.8 100.0 

15 - 19 76.7 6.8 16.0 0.5 100.0 

20 - 24 75.9 8.6 14.9 0.5 0.0 100.0 

25 - 29 74.5 10.6 14.5 0.4 l∞.0 

30 - 39 73.8 11. 2 14. 5 0.6 100.0 

40 - 49 75.0 12.3 12.1 0.6 100.0 

50 - 99 77.8 12.5 9.1 0.7 100.0 

100 - 63.7 28.2 6.2 1.9 100.0 

過疎市町村合計 74.7 11. 2 13.3 0.7 0.0 100.0 

全農業集落 70.4 15.7 12.2 1.6 0.1 100.0 

二
八

注.全国全農業集落については!i'1980年農業セ γサス農業集落調査報告書』の値

である.以下各表とも同じ.



既
述
の
よ
う
に
、
我
々
は
過
疎
地
域
を
分
析
す
る
場
合
の
最
小
地
域
単

位
を
農
業
集
落
と
し
た
。
し
か
し
過
疎
市
町
村
で
行
政
の
末
端
単
位
と
し

て
い
る
の
は
行
政
区
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
農
業
集
落
単
位
の
分
析
が
過

疎
市
町
村
で
具
体
的
に
行
政
施
策
を
進
め
て
ゆ
く
際
の
判
断
材
料
と
な
り

う
る
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
よ
う
。
そ
こ
で
農
業
セ
ン
サ
ス
で
い
う
と
こ

ろ
の
農
業
集
落
と
市
町
村
の
行
政
区
と
が
ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
一
致
し
て
い
な
い
か
を
み
て
み
る
(
第
3
表)。

過
疎
市
町
村
の
全
農
業
集
落
中
行
政
区
と
一
致
し
て
い
る
も
の
は
七
五

%
に
達
し
、
わ
が
国
全
農
業
集
落
の
七
O
%
と
較
べ
て
、
一
致
の
度
合
は

高
い
。
総
戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、
行
政
区
と
一
致
し
て
い
る
集
落
の
割

合
は
、
規
模
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
一
O
O
戸
以
上
と

い
う
大
規
模
集
落
に
な
る
と
一
致
度
は
急
に
低
下
す
る
。
過
疎
市
町
村
の

農
業
集
落
は
、
戸
数
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
農
業
集
落
を
合
わ
せ
る
と
行
政

区
と
一
致
す
る
も
の
の
割
合
が
大
き
く
、
逆
に
行
政
区
を
合
わ
せ
る
と
農

業
集
落
と
一
致
す
る
も
の
の
割
合
が
小
さ
く
な
る
。
こ
れ
は
、
市
町
村
が

末
端
行
政
単
位
と
し
て
行
政
施
策
上
、
行
政
区
に
一
定
の
戸
数
規
模
の
ま

と
ま
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
当
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
過
疎
市
町
村
の
農
業
集
落
、
と
く
に
小
規
模
集
落
は
、
そ
れ
自
体
に

し
ろ
、
合
体
さ
せ
る
に
し
ろ
、
行
政
区
と
の
一
致
の
度
合
が
高
く
、
農
業

集
落
を
単
位
と
す
る
分
析
は
、
行
政
区
を
単
位
と
す
る
分
析
に
充
分
代
置

し
う
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

《
ノ

I
卜
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

つ
ぎ
に
過
疎
市
町
村
の
農
業
集
落
に
つ
い
て
戸
数
規
模
と
農
家
率
と
の

関
係
を
み
て
み
る
。

農
業
集
落
カ

l
、
ド
は
、
デ
ー
タ
・
ソ

l
ス
が
農
業
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
た

め
、
集
落
の
農
家
人
口
数
は
得
ら
れ
る
が
、
総
人
口
の
数
字
は
得
ら
れ
な

い
。
ま
た
農
家
世
帯
員
の
年
齢
別
構
成
は
分
る
が
、
総
人
口
に
つ
い
て
の

そ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
農
業
集
落
の
農
家
率
が
高
け
れ
ば
、
農
家

人
口
の
増
減
率
を
も
っ
て
人
口
増
減
率
に
、
ま
た
農
家
人
口
の
老
齢
化
割

合
(
六
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
)
を
も
っ
て
総
人
口
の
老
齢
化
割
合
に
代

置
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
4
表
は
、
総
戸
数
規
模
が
小
さ
い
集

落
ほ
ど
農
家
率
、
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
総
戸
数
三
O
戸
来
満
の
過
疎
市
町
村
内
小

規
模
集
落
を
み
る
と
、
農
家
率
九
O
%
以
上
の
集
落
は
全
体
の
四
五
%
と

半
分
近
く
を
占
め
、
オ
ー
ダ
ー
を
八
O
%
以
上
に
下
げ
る
と
六
八
%
の
集

落
が
こ
れ
に
A
Bま
れ
、
七
O
%
以
上
ま
で
下
げ
る
と
、
実
に
八
一
%
の
集

落
が
こ
れ
に
該
当
、
す
る
。
そ
し
て
全
国
の
全
農
業
集
落
と
較
べ
る
と
、
過

疎
市
町
村
集
落
は
全
体
と
し
て
農
家
率
の
高
い
集
落
の
割
合
が
大
き
い
と

い
え
る
。
ち
な
み
に
わ
が
国
全
農
業
集
落
の
平
均
農
家
率
は
一
三
了
三
%
、

行
政
区
が
別
に
な
っ
て
い
る
非
農
家
集
団
を
除
い
た
農
業
集
落
の
平
均
農

家
率
で
も
二
八
・
玉
%
と
き
わ
め
て
低
く
、
混
住
化
の
著
し
い
進
行
を
示

(

2

)

 

し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
農
家
人
口
の
増
減

一一一九



第4表過疎市町村農業集落の総戸数規模と農家率との関係 〈単位:%) 

| 農家率

i 30向上|附以上 l師以上 i時以上|附以上 [90%以上

o - 9戸 96.8 95.6 ヲ1.1 巴4.5 76.1 54.7 

10 - 14 97.2 96.3 ヲ2.2 85.9 74.8 59.1 

15 - 19 96.2 94.4 89.8 82.2 69.9 41. 8 

20 - 24 94.1 92.5 86.9 78.3 63.2 41. 1 

25 - 29 93.3 ヲ0.6 83.5 73.6 58.4 31. 3 

(30戸未満計〕 95.4 93.7 88.5 80.6 67.8 44.6 

30 - 39 89.6 85.7 77.7 65.2 48.9 1 26.0 

40 - 49 84. 7 79.0 68.6 55. 7 38.8 18.6 

50 - 99 72.6 64. 7 54.3 41. 6 26.6 11. 1 

100 - 39.9 29.6 21. 5 13.8 6.5 2.0 

過疎市町村合計 84.1 79.8 72.4 62.4 48.8 29.1 

全農業集落 72.4 66.5 58.4 48.4 36.0 

第 5表 過疎市町村農業集落の総戸数規模と農家人口増減との関係

o - 9戸

10 - 14 

15 - 19 

20 - 24 

25 - 29 

(30戸未満計〕

30 - 3ヲ

40 - 49 

50 -ヲ9

100 -

過疎市町村合計

農業集落数

30戸未満計

過疎市町村合計

〔単位:%) 

8.9 8.2 23.0 25.3 13.0 

;;:;;li:;:|::;qct|l;::;;|;:::;li:122 
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率
、
老
齢
化
割
合
で
総
人
口
の
増
減
率
、
老
齢
化
割
合
を
代
表
さ
せ
て
も

大
き
な
誤
り
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

最
後
に
、
過
疎
集
落
の
総
戸
数
規
模
別
に
み
た
農
家
人
口
増
減
と
、
農

家
人
口
の
老
齢
化
の
状
況
を
概
観
し
て
お
く
。

ま
ず
戸
数
規
模
別
に
、
一
九
七
O
年
と
八
O
年
農
業
セ
ン
サ
ス
時
の
一

0
年
間
の
農
家
人
口
増
減
率
別
集
落
数
構
成
を
み
る
と
、
第
5
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

わ
が
国
の
農
家
人
口
総
数
は
こ
の
一

0
年
間
に
一
八
・
七
の
減
少
を
示

し
て
お
り
、
過
疎
地
域
市
町
村
の
総
人
口
は
、
昭
和
四
五
年
と
五
五
年
の

国
勢
調
査
時
点
で
九
二
八
七
・
三
千
人
か
ら
八
一
六
五
・
一
千
人
と
、
一

二
・
一
%
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
過
疎
市
町
村
四
万
一
七
一
一
一
集
落
の

農
家
人
口
減
少
率
別
構
成
を
み
る
と
、
そ
の
九
%
の
集
落
は
一

0
年
間
に

農
家
人
口
が
半
減
し
て
お
り
、
一
二
割
以
上
も
減
少
し
た
人
口
激
減
集
落
が

全
体
の
コ
二
一
%
を
占
め
て
い
る
。

戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、
戸
数
一
O
戸
未
満
の
超
小
規
模
集
落
で
は
、

そ
の
三
分
の
一
は
農
家
人
口
半
減
、
六
割
余
は
三
O
%
以
上
減
少
と
い
う

よ
う
に
、
超
小
規
模
集
落
の
人
口
減
少
は
顕
著
で
あ
る
。
三
O
戸
未
満
の

小
規
模
集
落
に
関
し
て
は
、
一
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
人
口
減

少
率
の
大
き
い
集
落
の
割
合
が
低
下
し
、
減
少
率
が
小
さ
い
、
な
い
し
増

加
し
て
い
る
集
落
の
割
合
が
上
昇
す
る
と
い
っ
た
傾
向
が
明
確
に
み
ら
れ

る
が
、
戸
数
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
、
む
し
ろ
こ
の
傾
向
は
逆
に

《
ノ
I
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
一
O
O
戸
以
上
の
大
規
模
集
落
で
は
、
減
少
率
三

O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
は
、
一
O
戸
未
満
、
一

o
l
一
四
一
戸
と
い
っ
た

超
小
規
模
集
落
に
次
い
で
大
き
く
、
人
口
増
加
集
落
の
割
合
は
、
一
戸
数
規

模
別
に
み
る
と
最
小
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
本
稿
で
分
析
の
対
象
と
す
る
戸
数
コ
一
O
戸
未
満
の
小
規

模
集
落
、
と
く
に
そ
の
中
で
も
と
く
に
戸
数
規
模
の
小
さ
い
集
落
で
は
、

農
家
人
口
を
ベ

I
ス
に
し
た
人
口
減
少
が
き
わ
め
て
著
し
い
こ
と
は
ま
ぎ

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
戸
数
規
模
別
に
農
家
人
口
の
老
齢
化
の
状
況
を
み
て
み
る

(第
6
表)。

西
欧
先
進
国
並
み
の
老
齢
化
社
会
が
近
い
将
来
、
わ
が
国
に
も
出
現
す

る
こ
と
は
避
け
え
な
い
現
実
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
五
五
年

国
勢
調
査
は
、
わ
が
国
総
人
口
の
う
ち
六
五
歳
以
上
人
口
が
九
%
を
占
め

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
時
点
の
過
疎
市
町
村
の

老
齢
化
割
合
は
一
四
・
五
%
、
昭
和
七
二
年
の
全
国
推
計
値
一
四
・
四
%

(
3
)
 

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
過
疎
地
域
の
老
齢
化
の
進
行
は
、
大
体
二
O
年
先

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

過
疎
市
町
村
農
業
集
落
の
戸
数
規
模
と
農
家
人
口
の
老
齢
化
割
合
と
の

関
係
を
み
る
と
、
老
齢
化
割
合
三
O
%
以
上
あ
る
い
は
二
五
%
以
上
と
い

っ
た
極
端
に
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
集
落
の
割
合
は
、
戸
数
規
模
が
小
さ

い
集
落
ほ
ど
高
く
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
低

一一一



過疎市町村農業集落の総戸数規模と老齢化との関係
〈単位:%) 

農 家 人 口 の 老齢化割合

15%未満 1 15-仰 120%以上 I2市以上 1
30ro以 上 | 合 計

o - 9戸 40.8 18.6 40.6 I 24.6 

10 - 14 38.8 27.0 34.2 15.8 6.31! 100.0 

15 - 19 35.4 31. 4 33.2 12.5 4.71 i 100.0 

20 - 24 34.4 35.1 30.5 ¥0.8 3.31! 100.0 

25 - 2ヲ 34.3 36.4 2ヲ.2 9. 7 3.3 100.0 

(3コ戸未満言十) 36.3 30. 7 33.0 13.8 5. 7 100.0 

30 - 39 33.8 38.0 28.2 9.0 3.4 100.0 

40 - 49 36.0 38.6 25.5 8.2 2. 7 100.0 

50 - 99 35.3 40.2 24.4 8.3 2.8 100.0 

l∞~ 31. 6 41. 6 26.8 8.8 3.4 100.0 

過疎市町村合計 35.3 35.4 29.3 11. 0 4.3 

第 6表

一一一一一

下
す
る
と
い
う
傾
向
が
明
確
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
一

O
O一
戸
以
上
の
大

規
模
集
落
に
な
る
と
そ
の
割
合
が
若
干
高
く
な
り
、
過
疎
市
町
村
の
大
規

模
集
落
は
、
老
齢
化
の
進
行
に
関
し
て
は
特
異
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。

他
方
、
老
齢
化
割
合
一
五
%
未
満
と
い
う
、
全
国
農
家
人
口
の
平
均
老

齢
化
割
合
一
五
・
六
%
を
下
回
る
集
落
の
割
合
は
、
一

O
戸
未
満
の
超
小

規
模
集
落
で
最
大
で
あ
り
、
戸
数
規
模
の
増
加
に
つ
れ
て
ほ
ぼ
低
下
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
超
小
規
模
集
落
は
、
老
齢
化
の
進
展

が
顕
著
な
集
落
と
、
全
国
全
農
家
平
均
以
下
の
集
落
と
の
両
端
に
分
裂
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
(
l
〉
『
一
九
八

O
年
世
界
農
林
業
セ
ソ
サ
ス
・
農
業
集
落
調
査
報

告
書
』
。

(

2

)

同
右
。

(

3

)

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
(
中
位
推
計
に
よ
る
)
。

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
全
体
構
成

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
を
、
つ
ぎ
の
六
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
し
て
、

集
落
の
基
本
的
属
性
と
そ
の
全
体
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
基
礎
分
類
と
は
、
第
一
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
全
国
農
業
地
域

別
分
類
で
あ
り
、
第
二
は
、
総
戸
数
規
模
別
分
類
、
第
三
は
、
農
家
人
口
増

減
率
別
分
類
で
あ
る
。
第
四
は
、
社
会
経
済
立
地
別
分
類
で
あ
り
、
こ
れ

は
最
寄
D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
の
集
落
分
類
で
あ
り
、
都
市



(単位:，の

地域別分布 戸数規模別集落構成比
全集落
に対す
る過疎

M 戸[ぃ115-19120-241…合計

小規模
集落の
割合

全 国 19，804 100.01 13.5 23.0||207| 1∞.0 19.71 23.4 13.9 

北海道 3，138 15.81 26.6 27.71 22.3 14.1' 9.21100.0 43.7 

都府県 16，666 84.2 10.6 18.21 23.6 24.7: 22.81 100.0 12.3 

東北 1，ヲ30' 9. 7 8.2 14.4 22.3 28.4 26.7 100.0 11. 0 

北陸 9921 5.0 15.5 19.ヲ 20.9 23.9 19.9 100.0 8.9 

関東・東山 1，268 6.4 13.0 18.7 21. 2 23.4 23.7 100.0 4.9 

21. 6; 24.1 北関東 241 5.81 14.5 34.0 100.0 2.6 

南関東 93 0.5 5.4 17.2 21. 5 31・2 24.7 100.0 0.9 

東山 934 4. 7 15.5 19.9 21. 1 22.5 21. oj 100.0 14.8 

東海 542 2. 7 12.2 20.8 24.2 22.5 20.3' 1αコ.0 4.3 

近畿 630 3.2 8.9 15.6 25.2 26.5 23.8 10コ.0 5.3 

中国 4，783' 24.2 9. 7 19.6 25.4 24.6， 20.7 100.0 24.0 

山陰 1，406 7.1 9.0 21. 6 27.6 25.3 16.5 100.0 25.3 

山陽 3，377 17.11 10.01 18.7 24.51 24.3 22.4 100.0 23.5 

四国 1，960 9.91 13.3; 20.3 25.41 21. 6 19.4 100.0 17.9 

大. j'f'I 4，542 22.9 ヲ.81 17.1 22.51 25.3 25.5 100.0 18.6 

北九州 2，510 12.7 9.6117.9123.4125.0 24. I1 100.0 15.ヲ

南九州 2，032 27.21 100.0 23.5 

沖縄 19 O. 1] 21. 1] 10.5] 31.6i 21. 1 15.81 100.0 2. 7 

過疎小規模集落の地域別，戸数規模別構成第 7表

へ
の
近
接
度
を
示
す
分
類
と
い
え
る
。
第
五
は
、

中
心
集
落
ま
で
の
距
離
別
分
類
で
あ
り
、
概
し

て
役
場
は
市
町
村
の
中
心
集
落
に
所
在
し
て
い

る
と
み
な
し
て
大
過
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

役
場
ま
で
の
道
路
距
離
別
に
集
落
を
分
類
し
た
。

こ
の
分
類
は
市
町
村
内
で
の
集
落
の
位
置
、
と

く
に
辺
地
性
の
度
合
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

第
六
は
、
老
齢
人
口
割
合
別
分
類
で
あ
る
。

付
過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
地
域
分
布

ま
ず
第
7
表
を
み
ら
れ
た
い
。

過
疎
小
規
模
集
落
の
地
域
分
布
を
み
る
と
、

北
海
道
、
東
北
、
中
国
、
四
園
、
九
州
な
ど
に

多
く
、
関
東
、
東
海
、
近
畿
な
ど
都
市
化
の
進

ん
だ
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
沖
縄
が
少
な
い
。

全
集
落
に
対
す
る
過
疎
小
規
模
集
落
の
割
合
が
、

北
海
道
、
中
園
、
四
国
、
九
州
で
相
対
的
に
大

き
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
わ
が
国
の
過

疎
小
規
模
集
落
は
、
北
海
道
と
西
日
本
に
集
中

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

過
疎
小
規
模
集
落
の
戸
数
規
模
別
集
落
構
成

一一一一一



+t 

雷
同

(100.0) 

100.0 

15.8 

84.2 

9.7 

5.0 

6.4 

1.2 

0.5 

4. 7 

2.7 

3.2 

24.2 

7.1 

17.1 

9.9 

22.9 

12.7 

10.3 

0.1 

合

地域JJIJ.人口靖減率別過疎小規模集落構成

0-

全 国 (9. 7) (35.6)] (22.0) (22.6) (11. 9) (7.9) 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

北海道 29.4 24. 7 20目 9 10.3 6.3 9.1 

都府県 70.6 75.3 79.1 89.7 93目 7 90.9 

東北 3.9 5.3 6.6 12.8 16.6 9.1 

北陸 4. 7 4.7 4.4 5.1 6.5 5.2 

関東・東山 6. 3 5.8 5.2 6. 7 7.1 6.0 

北関東 1.0 0.9 0.9 1.3 1.6 1.0 

南関東 0.8 0.6 0.4 0.5 0.3 0.2 

東山 4.5 4.3 3.9 4.9 5目 2 4.8 

東海 2.6 2.5 3.0 2.9 3.3 3.1 

近畿 4. 3 3.3 2.9 3. 4 3. 5 4.1 

中国 18.7 22.1 26.9 27.8 32.1 

山陰 5.0 6.0 6.5 7.4 8.2 9.3 

山陽 8.8 ， 12. 7 15.6 I 19.5 19.6 22.8 

四国 14.4 i 11.9 10.4 ヲO 7. 5 9.3 

九州! 20.2 22.9 24.3 23.0 21. 4 21. 9 

北九州 8.1 9.9 11. 1 14.7 14.4 ! 13.6 

南九州 12.1 13.0 13.2 8.3 7.0 i 8. 3 

沖縄 0.4 0.2 0.1 0.2 O 0.1 

第 8表

i -A50%川30ドムムヰム山;()IAIO-0 I 

四

の
地
域
的
特
徴
を
み
る
と
、
北
海
道
で
は
超
小
規
模

集
落
の
割
合
が
相
対
的
に
大
き
く
、
東
北
、
関
東
、

近
畿
、
九
州
で
は
小
規
模
集
落
の
中
で
は
相
対
的
に

規
模
の
大
き
い
集
落
の
割
合
が
高
い
。
そ
の
他
の
地

域
は
ほ
ぼ
平
均
的
な
戸
数
規
模
構
成
だ
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
農
家
人
口
増
減
率
別
過
疎
小
規
模
集
落
の

地
域
分
布
を
み
て
み
る
。
第
8
表
は
、
農
家
人
口
増

減
率
別
に
集
落
の
地
域
シ
ェ
ア
を
算
出
し
て
あ
る
。

表
の
最
右
欄
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
地
域
別

シ
ェ
ア
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
人
口
増

減
率
別
に
ど
の
地
域
に
集
落
が
偏
っ
て
分
布
し
て
い

る
か
を
読
み
と
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
人
口
半
減
あ
る
い
は
三
割
減
以
上
と

い
っ
た
人
口
激
減
集
落
は
北
海
道
に
著
し
く
集
中
し

て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
は
四
国
、
九
州
に
多
く
、
わ

が
国
の
北
と
南
に
人
口
激
減
集
落
が
偏
っ
て
分
布
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
減
少
率
二

O
t
三
O
%
の

集
落
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
人
口
減
少

率
一
0
4
F
未
満
の
集
落
は
、
東
北
、
北
陸
、
東
山
、

東
海
、
近
畿
、
中
国
、
北
九
州
で
、
ま
た
人
口
が
増

加
し
て
い
る
集
落
は
、
東
海
、
近
畿
、
中
園
、
北
九



(単位:%) 

[ |  

要時間別

必~a， 1 話|243u|2十ト101 10:;:: 

合計

時間上 i と無関 km L'-~I ~'-ulu'- ， ul 20 
係 l

||l|111|  
100.0 全国 17.7134.0'30.81 17.51 8.8116.8.19.8125.5 23.81 5.3 

北海道 ね刊作 513946152l18-27085 100.0 

都 府県 :~. ~I ~~. ~i ~:':I :~. ~I :. ~I ::.~: ~~. ~i ::':1 :~. ~I 4.7 
100.0 

東北 16.6引払01 14出 M 吋 19.8吋j23468 100.0 

北関東陸・東山 1107..0B 3443..4l l2347..45 284..27 192..ヲB2232.O 5 2221..93 2237. 1157..611 2し.B3 
100.0 

100.0 

北関東 1414273611 71 71 12917432 271 25 l∞.0 

南関東 12.91 50.51 15.1: 21. 51 12.91 30.11 21. 51 19.41 16.11 0 100.0 

東山 9742440078 1432362232631211 1 100.0 

東海 9.61 26.8ぺ… 0116.41 18.51 22.01 25.51 7.7 100.0 

近畿 8.41 31. 11 44.11 16.31 7.81 12.21 17.11 25.91 25.11 11. 9 100.0 

中国 12.41 39.31 34.81 13.61 9.3， 15.11 19.61 26.21 25.01 4.9 100.0 

山陰 11. 3 43.1 33.6 12.0 7.3 14.ヲ 18.3 26.0 28.3 5.3 100.0 

山陽 12.8 37. 7 35.3 14.2 10.1 15. 1 20.1 26.2 23.7 4. 7 10コ.0

四国 6. 5 18.4 43.4 31. 7 7. 7 13.7 15.9 28.7 29.5 4.6 100.0 

九州 22.1 32.6 23.9 21. 4 10.3 18.6 22.0 24.1 21. 6 3.5 100.0 

北九州 16.1 31. 7 29.0 23. 1 10.2 19.7 23.9 24.4 19.4 2.4 100.0 

市州羽 山 6117.5…3172196a7M1481田 O

沖縄 5. 31 10. 51 57. 91 26. 31 26. 31 10. 51 10. 51 21. 11 5. 31 26. 31 10コ.0

全国全集落計*140.7134.9117.41 7.0116. 6! 22.0121. 1120.6116.3 3.51 100.0 

地域別，集落の位置別集落構成第9表

注目*市街化区域内の農業集落を除く.

州
で
相
対
的
に
偏
っ
た
分
布
を
示
し
て

お
り
、
集
落
人
口
が
こ
の
一

0
年
間
比

較
的
安
定
し
て
い
た
過
疎
小
規
模
集
落

は
、
東
北
か
ら
中
国
に
至
る
本
州
と
北

九
州
に
相
対
的
に
厚
く
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別

に
集
落
を
分
類
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
を
通
し
て
の
集
落
と
都
市
と
の
関

連
の
度
合
を
距
離
で
表
現
す
る
こ
と
で

あ
り
、
所
要
時
聞
が
短
け
れ
ば
、
最
寄

り
都
市
と
の
日
常
の
接
触
が
容
易
で
あ

り
、
長
け
れ
ば
こ
れ
が
難
し
く
、
ま
た

D
I
D
市
町
村
と
無
関
係
で
あ
れ
ば
、

そ
の
集
落
は
都
市
圏
域
の
外
に
あ
る
こ

と
を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
役
場
ま
で
の

道
路
距
離
別
に
集
落
を
分
類
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
集
落
が
市
町
村
の
中

心
か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
る
か
、
す

な
わ
ち
集
落
の
辺
地
性
を
表
現
す
る
こ

と
に
な
る
。
過
疎
市
町
村
の
小
規
模
集

一
一
ニ
五



《
ノ
l
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

落
の
場
合
、
こ
の
辺
地
位
は
、
集
落
の
生
活
環
境
の
利
便
性
等
日
常
の
生

活
状
況
を
お
し
は
か
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

都
市
と
の
関
連
お
よ
び
辺
地
性
と
い
う
こ
つ
の
側
面
か
ら
、
過
疎
小
規

模
集
落
の
地
域
分
布
を
み
て
み
る
と
、
第
9
表
の
よ
う
に
な
る
。

過
疎
小
規
模
集
落
全
体
で
み
る
と
、

D
I
D
市
町
村
ま
で
三
O
分
以
内

の
集
落
は
一
八
%
、
一
時
間
以
内
に
な
る
と
五
二
%
と
、
よ
う
や
く
過
半

に
達
し
て
お
り
、

D
I
D
市
町
村
と
無
関
係
な
集
落
は
一
八
%
で
あ
る
。

し
か
し
全
国
の
全
農
業
集
落
(
市
街
化
区
域
内
の
集
落
を
除
く
)
で
は
、

そ
の
四
一
%
が
一
ニ
O
分
以
内
、
七
六
%
は
一
時
間
以
内
で
あ
り
、
四
分
の

三
の
集
落
は
都
市
と
の
日
常
生
活
上
の
接
触
が
比
較
的
容
易
な
集
落
で
あ

り、

D
I
D
市
町
村
と
無
関
係
な
集
落
は
わ
ず
か
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
よ
う
に
過
疎
小
規
模
集
落
は
、
相
対
的
に
都
市
と
の
関
連
が
薄
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
、
全
国
農
業
地
域
別
に
み
る
と
、

D
I
D
市
町
村
ま
で
一
時
間

以
内
と
い
っ
た
都
市
と
の
接
触
が
比
較
的
容
易
な
集
落
の
割
合
は
、
北
海

道
、
東
北
、
南
関
東
、
南
九
州
と
い
っ
た
よ
う
に
、
南
関
東
を
除
く
と
必

ず
し
も
都
市
化
が
進
展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
わ
が
国
の
外
辺
地
域
で

大
き
く
、
六
割
な
い
し
そ
れ
以
上
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北

海
道
に
し
ろ
、
東
北
、
南
九
州
に
し
ろ
、
地
方
中
小
都
市
が
分
散
し
て
お

り
、
過
疎
小
規
模
集
落
、
が
平
坦
部
に
多
く
存
在
し
て
都
市
ま
で
の
地
理
的

距
離
に
比
し
て
所
要
時
間
が
短
く
て
す
む
と
い
う
条
件
が
あ
る
か
ら
で
あ

一
三
六

ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
海
、
近
畿
と
い
っ
た
都
市
化
の
進
ん
で
い
る
地
域

ゃ
、
四
国
、
北
九
州
、
沖
縄
な
ど
で
は
一
時
間
以
上
お
よ
び
D
I
D
市
町

村
と
無
関
係
な
集
落
が
過
半
を
占
め
て
お
り
、
と
く
に
沖
縄
で
は
八
四
%

に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
ま
で
の
交
通
が
不
便
な
山
間
部
集
落

ゃ
、
と
く
に
沖
縄
の
場
合
は
離
島
集
落
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
過
疎
小
規

模
集
落
の
中
に
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
過
疎
地
域
の
し
か
も
小
規
模
集
落
だ
け
を
対
象
と
し
た
割
に
は
、

都
市
と
の
接
触
が
比
較
的
容
易
な
集
落
が
意
外
に
多
い
と
い
う
感
じ
が
強

い
。
最
寄
り
都
市
と
の
問
の
道
路
交
通
条
件
が
か
な
り
整
備
さ
れ
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
が
進
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
市
町
村
内
の
中
心
集
落
(
役
場
所
在
集
落
)
ま
で
の
道
路
距

離
別
の
集
落
構
成
を
み
て
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
で
は
、
六
t

一
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
O
t
ニ
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
集
落
が
全
体
の
四

九
%
、
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
含
め
る
と
五
五
%
と
過
半
を
占
め
て

お
り
、
中
心
集
落
へ
の
徒
歩
往
復
圏
内
と
み
な
さ
れ
る
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
の
集
落
は
二
六
%
、
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
全
国
全
農
業
集
落
の

一
二
七
%
、
四
O
%
、
あ
る
い
は
三
九
%
と
い
う
数
値
と
較
べ
る
と
、
過
疎

小
規
模
集
落
は
、
概
し
て
中
心
集
落
か
ら
遠
隔
の
辺
地
集
落
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
、
全
国
農
業
地
域
別
に
み
て
ゆ
く
。



(単位・%)

老 齢 人 ロ 害事j 合
l端末満 I15-ぉ| 20- 25- 30- |合計

全 国 26.3 30. 7 33.0 13.8 5. 7 100.0 

北海道 56.1 26.6 17.3 5.8 2.6 100.0 

都府県 32.6 31. 5 35.9 15.3 6.3 100.0 

東北 54.4 32.3 13.3 2.8 1. 1 100.0 

北陸 35.8 35.5 28. 7 11. 9 4.5 100.0 

関東・東山 27.4 33.4 39.2 16.6 6.1 100.0 

北関東 33.6 38.6 27.9 9.6 2.5 100.0 

南関東 29.1 36.6 34.4 16.1 4.3 100.0 

東山 25.6 I 31. 8 42.6 18.4 7.2 100.0 

東海 24.9 32.3 42. 7 18.0 6.6 l∞.0 

近畿 21. 6 27.3 51. 2 22.0 11.0 100.0 

中国 18.6 31. 7 49. 7 22.3 9.1 l∞.0 

山陰 22.4 32.3 45.4 19.4 7.3 100.0 

山陽 17.1 31. 4 51. 5 23.5 9.8 100.0 

四国 24.9 30.8 44.3 21. 2 9.1 100.0 

九州 44.3 30. 5 25.2 9.8 4.1 100.0 

北九州 43.4 22. 4 7.1 2.4 100.0 

南九州 45.5 25.9 28. 7 13. J 6. 2 100.0 

沖縄 63. 1 10.5 26.3 26.3 15.8 100.0 

地域，53IJ，老齢人口割合矧j集落構成第 10表

同
じ
過
疎
小
規
模
集
落
で
あ
っ
て
も
、
市
町
村

域
が
狭
く
、
平
坦
部
に
立
地
す
る
集
落
が
多
け
れ

ば
、
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
が
短
い
集
落
の
割
合

が
高
く
な
る
わ
け
で
、
北
陸
、
南
関
東
、
東
山
、

北
九
州
、
沖
縄
で
は
、
中
心
集
落
ま
で
の
徒
歩
圏

内
集
落
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
。

他
方
、
北
海
道
、
北
関
東
、
東
海
、
近
畿
、
山

陰
、
四
国
で
は
中
心
集
落
ま
で
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
と
い
っ
た
辺
地
集
落
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
北
海
道
で
は
、
広
い
市
町
村
域
内
に
集

落
が
点
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
四
国
、
山
陰

で
は
、
そ
し
て
大
都
市
圏
に
属
す
る
北
関
東
、
東

海
、
近
畿
で
あ
っ
て
も
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
山

間
部
の
点
在
集
落
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
沖
縄

の
場
合
は
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い
う
中
心

地
近
接
集
落
と
と
も
に
、
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
と
い
う
辺
地
集
落
の
割
合
が
高
い
の
は
、
や
は

り
離
島
集
落
の
存
在
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
老
齢
化
割
合
別
に
み
た
過
疎
小
規
模

集
落
の
地
域
分
布
を
み
て
み
る
。

既
述
の
よ
う
に
過
疎
小
規
模
集
落
は
全
国
の
全

七
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

農
業
集
落
と
較
べ
る
と
、
集
落
人
口
の
老
齢
化
は
進
ん
で
い
る
。
し
か
し

こ
の
過
疎
小
規
模
集
落
の
老
齢
化
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
異
が
あ

る
。
第

ω表
を
み
ら
れ
た
い
。

老
齢
化
割
合
が
わ
が
国
全
農
家
の
平
均
以
下
で
あ
る
一
五
%
未
満
の
集

落
の
割
合
は
、
北
海
道
、
東
北
、
北
・
南
九
州
、
沖
縄
と
い
っ
た
北
と
南

の
両
端
の
地
域
で
高
く
、
逆
に
老
齢
化
割
合
が
ニ
O
%
以
上
、
あ
る
い
は

二
五
%
以
上
と
い
っ
た
五
人
に
一
人
、
四
人
に
一
人
が
老
人
で
あ
る
集
落

は
、
東
山
、
東
海
、
近
畿
、
山
陰
、
山
陽
、
四
国
な
ど
、
わ
が
国
の
中
央

部
の
地
域
で
そ
の
割
合
が
高
い
。
気
象
条
件
が
厳
し
い
北
海
道
や
東
北
な

ど
北
国
の
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
老
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
は
、

集
落
と
し
て
存
続
し
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
相
対
的
に
大
都
市
圏

に
近
い
東
山
、
東
海
、
近
畿
、
中
園
、
四
国
の
過
疎
集
落
で
は
、
青
壮
年

層
の
都
市
へ
の
流
出
が
顕
著
で
、
老
齢
人
口
の
滞
留
が
目
立
つ
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

沖
縄
の
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
は
、
老
齢
化
割
合
が
一
五
%
未
満
の

集
落
が
六
三
%
と
、
そ
の
割
合
は
全
国
最
高
で
あ
る
が
、
他
方
老
齢
化
割

合
二
五
%
以
上
、
あ
る
い
は
三
O
%
以
上
の
集
落
割
合
も
全
国
最
高
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
老
齢
化
が
さ
ほ
ど
進
行
し
て
い
な
い
集
落
と
、
極
端
に

進
行
し
て
い
る
集
落
と
が
併
存
し
て
お
り
、
こ
れ
も
離
島
県
沖
縄
の
特
徴

で
あ
ろ
う
。

八

(=) 

戸
数
規
模
別
に
み
た
過
疎
小
規
模
集
落
の
位
置
別
農
家
構
成

さ
き
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
、
全
国
全
農
業
集
落
と
較
べ
る
と
、
最

寄
り
D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
の
長
い
集
落
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き

く
、
都
市
と
の
関
連
が
相
対
的
に
希
薄
で
あ
り
、
ま
た
概
し
て
中
心
集
落

(
役
場
所
在
集
落
)
か
ら
遠
隔
の
辺
地
集
落
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
み
て

き
た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
過
疎
小
規
模
集
落
の
位
置
を
、
戸
数
規

模
別
に
み
て
ゆ
く
(
第
日
表
)
。

戸
数
規
模
別
に
D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
集
落
構
成
を
み
る

と
、
一
二
O
分
以
内
あ
る
い
は
一
時
間
以
内
と
い
っ
た
都
市
と
の
接
触
が
比

較
的
容
易
な
集
落
の
割
合
は
、
戸
数
規
模
一
O
戸
未
満
の
超
小
規
模
集
落

が
最
小
で
あ
り
、
こ
の
割
合
は
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
増
大

し
、
逆
に
一
時
間
以
上
、
と
く
に
D
I
D
市
町
村
と
無
関
係
と
い
っ
た
、

都
市
と
の
関
連
が
薄
い
集
落
の
割
合
は
、
一
O
戸
未
満
の
集
落
が
最
大
で

あ
り
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
低
下
し
て
ゆ
く
。
過
疎
小
規

模
集
落
で
は
、
一
戸
数
規
模
と
都
市
と
の
関
連
と
の
聞
に
、
こ
の
よ
う
な
か

な
り
明
確
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

戸
数
規
模
別
に
役
場
ま
で
の
道
路
距
離
別
集
落
構
成
を
み
る
と
、
や
は

り
役
場
ま
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
中
心
集
落
の
徒
歩
圏
内
に
あ
る

集
落
の
割
合
は
、
一
O
戸
未
満
の
超
小
規
模
集
落
が
最
小
で
あ
り
、
戸
数

規
模
の
増
大
に
つ
れ
て
こ
の
割
合
は
上
昇
し
、
六

t
一
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

一

ot二
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
っ
た
中
心



(単位 %) 
戸数規模別にみた過疎小規模集落の位置別構成第 II表

DID市町村までの所要時間別

~mim~|l時間 122E|合 計 |1時間 以上 関係

- 9戸 13.2 

10 - 14 17. 1 I 32.5 31. 8 i 18.8 lCコ.0 19.7 

15 - 19 17.1 i 33.6 32.5 I 16.7 100.0 : 23.4 

20 - 24 18.0 : 36.0 30.1 15.8 100.0 23.1 

25 - 29 27.8 15.0 100.0 20. 7 

15 計 17.7 I 34.0 30.8 17.5 100.0 100.0 

役場までの道 路距離別

-2 km 1 2-4 I 4-6 1 6-10 110-20 1 20- I合計

4.1 12.2 15.6 26.8 31. 7 9. 5 100.0 

10 - 14 6.0 14.9 19.8 26. 7 26.5 6.0 100.0 

15 - 19 9. 6 16.7 19.4 25.6 24目 O 4.7 100.0 

20 - 24 10.2 18.7 21. 7 23.9 21. 5 3.8 100.0 

25 - 29 11. 8 19.3 21. 0 25. 2 18.7 4. 1 100.0 

メg. 言十 8.8 16.8 19.8 25.5 5.3 1αコ.023.8 1 

集
落
か
ら
遠
い
辺
地
集
落
の
割
合
は
超
小
規
模
集
時
か
最
大

で
あ
り
、
戸
数
規
模
の
増
大
に
応
じ
て
、
こ
の
割
合
は
低
下

す
る
と
い
う
傾
向
を
は
っ
き
り
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
戸
数

規
模
が
小
さ
い
集
落
ほ
ど
辺
地
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
い
て
は
、

D

I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
集
落
構
成
と
、
役
場
ま
で

の
道
路
距
離
別
集
落
構
成
と
の
聞
に
は
、
表
示
は
省
略
す
る

が、

D
I
D
市
町
村
に
近
い
集
落
ほ
ど
役
場
ま
で
の
道
路
距

離
が
短
い
集
落
の
割
合
が
大
き
く
、

D
I
D
市
町
村
か
ら
遠

く
離
れ
た
集
落
ほ
ど
役
場
か
ら
遠
隔
の
辺
地
集
落
の
ウ
エ
イ

ト
が
大
き
く
な
る
と
い
う
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
農
家
人
口
増
減
率
別
に
み
た
過
疎
小
規
模
集
落
の
構

成
ま
ず
人
口
増
減
率
別
に
み
た
過
疎
小
規
模
集
落
の
位
置
別

構
成
を
、

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
に
み
て
ゆ
く
。

第
ロ
表
を
み
ら
れ
た
い
。

全
般
的
に
み
て
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て

都
市
に
近
い
集
落
の
割
合
は
増
大
し
て
お
り
、
逆
に
人
口
減

少
率
が
大
き
い
集
落
ほ
ど
D
I
D
市
町
村
ま
で
一
時
間
以
上

あ
る
い
は
D
I
D
市
町
村
と
無
関
係
な
集
落
の
割
合
が
大
き

一
三
九



第 12表人口増減率別にみた過疎小規模集落の位置別構成
(単位:%) 

DID市町村までの所要時間別

人口増減率別

-30分 |ω分~ll時間 1242宗|合計|
1時間 以上 関係

- c.50% 13.2 26.6 37.2 23.0 100.0 9.7 

c.'コ- c.30 16.1 31. 2 33.9 18.8 100.0 25.9 

c.30 - c.20 17.9 34.9 30. 7 16.5 100.0 22.0 

A20 -ム10 18.9 36.3 29.1 15.7 100.0 22.6 

A10 - O 20.1 37.9 25.4 16.6 l∞.0 12.0 

o - 20.4 37.1 26.3 16.2 100.0 7.8 

dにbコ、 計 17.7 34.0 30.8 17.5 100.0 100.0 

役 場 ま で の 道 路距離別

-2 km 1 2-4 1 4-6 I 6-10 110-20 1却 -1 合計

- A50% 5.4 11. 8 12.8 25.8 33.0 11. 2 100.0 

ム50- c.30 6.9 13.8 17.3 25.4 29.3 7.3 100.0 

ム30-ム20 9.1 16.2 21. 3 25.8 22.8 4. 7 100.0 

ム20- c.1O 9.6 19.0 22.1 26.0 20.3 3.0 100.0 

ム10- O 10. 7 20.5 23.4 25.2 17.0 2.4 100.0 

0- 12.9 22.1 20.9 22.5 18.0 3.5 100.0 

メEヨ'i 言十 8.8 16.8 19.8 25.5 23.8 5.3 100.0 

第 13表人口増減率別，老齢人口割合別集落構成
(単位:%) 

人口増減 老齢人口割合別

率別
-10% 110-15115-20 1ぉ-251ト叩|恥|合計|

-.6.5コ?も 17.1 15.6 16.2 16.2 13.1 21. 7 100.0 9. 7 

c.50-ム30 11. 1 23.0 26.4 20.8 11. 2 7.6 l∞.0 25.9 

ム30-c.20 8.4 25.3 33.4 21. 1 8.4 3.4 100.0 22.0 

A20-c.10 9.2 28.3 35.5 19.3 5. 3 2.3 100.0 22.6 

AIO- 0 10. 2 31. 9 36. 7 15.9 4.0 1.3 100.0 12.0 

。~ 13.6 29.6 33.1 16.5 4.8 2.3 100.0 7.8 

合計 10. 7 25.6 30. 7 19.2 8.1 5.7 100.0 100.0 

四
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く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
激
減
集
落
は
概
し
て
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ

た
集
落
に
多
く
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
い
、
あ
る
い
は
人
口
増
加
集
落
ほ

ど
都
市
近
接
集
落
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

集
落
人
口
の
増
減
率
左
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
と
の
聞
に
は
、

D
I
D

市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
の
場
合
と
全
く
同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
人
口
半
減
以
上
の
集
落
で
は
中
心
集
落
の
徒
歩
圏
内
(
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満
)
集
落
の
割
合
が
き
わ
め
て
低
く
、
人
口
減
少
率
が
小
さ

く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
糟
大
す
る
。
四
t
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
集

落
で
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
、
一
O
t
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二

0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
っ
た
辺
地
集
落
で
は
、
人
口
半
減
以
上
集
落
の

割
合
が
高
く
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
低
下

し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
人
口
激
減
集
落
は
辺
地
集
落
に
多
く
、
人
口
微
減

な
い
し
増
加
集
落
は
概
し
て
中
心
集
落
に
近
接
し
た
集
落
に
多
い
と
い
え

る。
つ
ぎ
に
人
口
増
減
率
と
老
齢
化
割
合
と
の
関
係
を
み
て
み
る
(
第
日
表
)
。

一
般
的
に
は
、
人
口
減
少
が
著
し
い
集
落
ほ
ど
老
齢
化
の
度
合
が
大
き

く
、
減
少
率
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
老
齢
化
の
度
合
は
弱
ま
る
と
い
う
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
老
齢
化
割
合
二
五
t
三
O
%
あ
る
い
は
一
ニ
O

%
以
上
と
い
っ
た
老
齢
化
が
極
端
に
進
行
し
た
集
落
で
は
、
人
口
半
減
集

落
の
ウ
エ
イ
ト
は
最
高
で
、
減
少
率
の
低
下
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
小
さ

《
ノ

I
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

く
な
る
。
他
方
老
齢
化
割
合
が
一
o
t
一
五
%
、
一
五
t
二
O
%
と
い
っ

た
老
齢
化
の
度
合
が
相
対
的
に
低
い
集
落
(
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
五

六
%
と
、
過
半
を
占
め
て
い
る
)
の
割
合
を
み
る
と
、
人
口
半
減
集
落
が

最
小
で
あ
り
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
割
合
は
上

昇
し
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
が
老
齢
化
割
合
一
O
%
以
下
と
い
う
老
齢
化
の
度
合
が
最
も
小

さ
い
階
級
で
は
、
人
口
半
減
集
落
と
人
口
増
加
集
落
と
い
っ
た
人
口
増
減

階
級
の
両
端
の
集
落
で
そ
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

(園)

小
括

こ
れ
ま
で
に
、
六
つ
の
基
礎
分
類
を
組
み
合
わ
せ
て
、
わ
が
国
の
過
疎

小
規
模
集
落
の
構
成
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
一
応
の
締
め
く
く
り
を
し

て
お
く
。

第
一
に
、
我
々
が
過
疎
市
町
村
域
内
の
戸
数
三
O
戸
未
満
の
農
業
集
落

と
い
う
よ
う
に
定
義
し
た
過
疎
地
域
小
規
模
集
落
は
、
わ
が
国
の
農
業
集

落
全
体
の
一
四
%
'
に
該
当
し
、
そ
の
地
域
分
布
を
み
る
と
、
北
海
道
と
、

中
園
、
四
園
、
九
州
な
ど
の
西
日
本
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る。
第
二
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
性
格
を
地
域
別
に
み
る
と
、
戸
数
規
模

に
し
ろ
、
人
口
増
減
率
に
し
ろ
、
ま
た
D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
、

中
心
集
落
ま
で
の
距
離
、
老
齢
化
の
度
合
に
し
ろ
、
地
域
差
が
み
ら
れ
る
。

四



《
ノ

I
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

す
な
わ
ち
、
北
海
道
で
は
と
く
に
戸
数
規
模
の
小
さ
い
集
落
の
ウ
エ
イ
ト

が
大
き
く
、
わ
が
国
の
北
と
南
の
両
端
で
人
口
激
減
集
落
の
割
合
が
高
い
。

ま
た
北
海
道
、
東
北
、
南
九
州
な
ど
一
般
的
に
は
都
市
化
の
進
展
が
弱
い

と
み
ら
れ
て
い
る
遠
隔
地
域
で
D
I
D
市
町
村
に
近
接
す
る
集
落
の
割
合

が
大
き
く
、
逆
に
東
海
、
近
畿
な
ど
で
D
I
D
市
町
村
へ
の
近
接
集
落
の

割
合
が
小
さ
い
。
さ
ら
に
点
在
集
落
や
山
間
部
集
落
の
多
い
と
み
ら
れ
る

北
海
道
や
北
関
東
、
東
海
、
近
畿
、
山
陰
、
四
国
で
は
中
心
集
落
か
ら
離

れ
た
辺
地
集
落
の
割
合
が
大
き
い
。
老
齢
化
の
進
行
は
、
東
山
か
ら
四
国

ま
で
の
わ
が
国
の
中
間
的
な
地
域
で
著
し
い
こ
と
等
々
が
地
域
差
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。

第
三
に
、
戸
数
規
模
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
集
落
の
戸
数
が
大
き
い
ほ

ど
、
都
市
に
近
接
し
た
集
落
や
中
心
集
落
に
近
い
集
落
の
割
合
が
高
く
、

小
戸
数
集
落
は
辺
地
集
落
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

第
四
に
、
人
口
増
減
率
と
関
連
さ
せ
て
集
落
を
み
る
と
、
人
口
減
少
の

激
し
い
集
落
ほ
ど
都
市
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
り
、
辺
地
集
落
の
割
合
が

高
く
な
り
、
ま
た
老
齢
化
割
合
の
高
い
老
人
集
落
の
性
格
が
強
く
な
っ
て

く
る
。第

五
に
、

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
の
大
小
と
中
心
集
落
ま
で

の
距
離
の
遠
近
と
は
相
関
し
て
お
り
、
都
市
に
近
接
し
た
集
落
ほ
ど
中
心

集
落
に
近
い
集
落
の
割
合
が
大
き
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
都
市
に
近
い
集

落
、
中
心
集
落
に
近
い
集
落
ほ
ど
老
齢
化
の
度
合
は
弱
く
、
都
市
か
ら
離

四

れ
た
集
落
、
中
心
集
落
か
ら
遠
い
辺
地
集
落
ほ
ど
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

四

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
精
造
と
特
性

パ
門
過
疎
小
規
模
集
落
の
農
家
、
農
家
労
働
力

「
農
業
集
落
カ

l
F」
は
農
業
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
を
素
材
と
し
て
編

成
し
て
い
る
た
め
、
非
農
業
部
門
に
つ
い
て
の
集
落
の
経
済
活
動
や
非
農

家
の
状
態
を
示
す
情
報
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
し
か
し
す
で
に
み
た
よ
う

に
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
農
家
率
は
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
過
疎

小
規
模
集
落
の
経
済
活
動
と
そ
れ
を
担
う
主
体
的
条
件
の
あ
り
様
を
、
農

業
生
産
活
動
と
そ
の
主
体
で
あ
る
農
家
の
状
況
の
考
察
を
通
し
て
、
か
な

り
の
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
過
疎
小

規
模
集
落
の
農
家
と
農
家
労
働
力
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る

D

一
九
八
O
年
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
林
家
総
数
は
二
五

7
一
万
戸
で
、
そ
の
七
八
%
は
農
家
林
家
で
あ
る
。
林
家
率
は
わ
が
国

全
体
と
し
て
は
わ
ず
か
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
過
疎
小
規
模
集
落
だ

け
に
限
定
し
て
み
る
と
、
林
家
率
八
O
%
'
以
上
の
集
落
は
全
体
の
五
七
%

と
過
半
を
占
め
、
七
O
%
以
上
で
は
六
七
%
、
林
家
率
五
O
%
以
上
ま
で

拡
げ
る
と
八
二
%
に
も
達
し
、
林
家
率
か
ら
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落

は
却
山
村
な
い
し
農
山
村
集
落
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う

に
農
家
率
で
み
る
限
り
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
ま
さ
に
農
村
集
落
そ
の
も



の
な
の
で
あ
る
。

1

過
疎
小
規
模
集
落
の
農
家
構
成

過
疎
小
規
模
集
落
の
農
家
構
成
を
み
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
五
つ

の
指
標
を
と
り
あ
げ
た
。
第
一
は
主
業
農
家
率
(
男
子
生
産
年
齢

人
口
が
い
る
専
業
農
家
と
第
I
種
兼
業
農
家
と
の
合
計
が
総
農
家

に
占
め
る
割
合
)
で
あ
り
、
こ
の
率
が
高
け
れ
ば
そ
の
集
落
に
は

農
業
活
動
の
主
体
的
条
件
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第

二
は
第
E
種
兼
業
農
家
率
で
あ
り
、
こ
の
率
が
高
い
集
落
ほ
ど
農

外
就
業
機
会
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
は
出
稼
農
家
率

で
、
こ
の
率
の
高
い
集
落
ほ
ど
集
落
内
や
通
勤
可
能
な
周
辺
に
就

業
機
会
が
之
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
四
は
農
業
専
従
者

の
い
る
農
家
率
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
男
女
、
年
齢
を
問
わ
ず
年
間

一五

O
日
以
上
農
業
に
従
事
し
た
も
の
の
い
る
農
家
の
割
合
で
あ

る
か
ら
、
必
ず
し
も
農
業
の
中
核
的
担
い
手
農
家
の
割
合
と
は
い

え
な
い
。
そ
こ
で
第
五
に
基
幹
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
農
家
率

(六

O
歳
未
満
男
子
で
一
五

O
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
も
の
が

い
る
農
家
の
割
合
、
以
下
中
核
農
家
率
と
称
す
る
)
を
と
り
あ
げ

た。
こ
の
五
つ
の
農
家
構
成
指
標
に
よ
っ
て
過
疎
小
規
模
集
落
全
体

の
農
家
の
状
況
を
考
察
す
る
。
第
凶
表
を
み
ら
れ
た
い
。

過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
主
業
農
家
率
が
全
国
全
農
家
平
均
の

第 14表過疎小規模集落の農家構成

|~1O %1 1O~ぉ(ぉ~付ω~40140~501 50~ I合計|錫

1~30% ，30~50150~6い-m~83jBO~l 合計|

|なし|判明1
1山中o~ml恥ヰ山|合計!

1137;|lf;|lf11;1314 
農業専従者のしる農家率|。す|勾~30130~40j40~501ω~ωlω~ 合計 l

l oy|lMφ~叩~叩

1.9 

主業農家率

数

比(%)

中核農家率

集

構

数

上じoの

数

比(%)

数

上ヒ(%)

数

上じ(%)

E兼農家率

出稼農家率

落

成

落

成

落

成

落

成

落

成

集

構

集

構

集

構

集

構

四
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

三
一
%
よ
り
低
い
三
O
%
以
下
の
集
落
が
七
五
%
と
全
体
の
四
分
の
三
を

占
め
て
お
り
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
概
し
て
農
業
生
産
活
動
に
と
っ
て
の

主
体
的
条
件
に
乏
し
い
集
落
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
、
全
国
平
均
を
上
回
る
三
O
%
以
上
の
集
落
も
四
分
の
一
を

占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
集
落
が
ど
こ
に
数
多
く
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な

集
落
で
あ
る
か
の
確
認
が
、
つ
ぎ
の
問
題
と
な
る
o

E
兼
農
家
率
を
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
全
国
全
農
家
平
均

の
六
五
%
'
を
下
回
る
六
O
%
以
下
の
集
落
が
五
二
%
と
、
ほ
ぼ
半
分
を
占

め
て
お
り
、

E
兼
農
家
率
三
O
%
以
下
と
八
O
%
以
上
の
集
落
が
、
そ
れ

ぞ
れ
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
、

E
兼
農
家
率
で
み
る
限
り
、
兼
業
化
の

進
展
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
と
い
え
ど
も
、
全
国
と
大
体
同
じ
よ
う
な
状

況
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。

過
疎
小
規
模
集
落
は
概
し
て
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
て
お
り
、
中
心
集

落
か
ら
は
な
れ
た
辺
地
集
落
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
み
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
周
辺
に
雇
用
機
会
が
之
し
く
、
出
稼
ぎ
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
出
稼
農
家
率
で
み
る
と
、
意
外
に
も
出
稼
農
家
が
い
な
い
集
落

が
全
体
の
六
九
%
も
占
め
て
い
る
。
出
稼
農
家
率
の
全
国
平
均
が
二
%
で

あ
る
か
ら
、
出
稼
農
家
率
一
O
%
以
上
と
い
う
と
か
な
り
出
稼
ぎ
が
多
い

集
落
と
い
え
る
が
、
こ
の
一
O
%
以
上
の
集
落
が
過
疎
小
規
模
集
落
全
体

色
二
%
、
四
一
二
六
集
落
あ
る
。

表
示
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
集
落
を
地
域
別
に
み
る
と
、
北
海
道
、
東

四

四

北
、
北
陸
、
四
国
に
多
く
、
こ
の
四
地
域
に
七
割
近
く
が
集
中
し
て
お
り
、

戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、
と
く
に
目
立
っ
た
差
異
は
な
い
が
、
概
し
て
人

口
減
少
の
著
し
い
集
落
に
多
い
。
ま
た
都
市
と
の
関
係
が
希
薄
な
集
落
や
、

中
心
集
溶
か
ら
遠
い
辺
地
集
落
に
多
く
、
老
齢
化
割
合
で
み
る
と
、
老
齢

化
の
進
行
し
て
い
る
集
落
で
は
む
し
ろ
出
稼
ぎ
が
少
な
く
、
老
齢
化
割
合

が
相
対
的
に
低
い
、
青
壮
年
層
の
存
在
し
て
い
る
集
落
の
方
が
出
稼
ぎ
が

多
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

農
業
専
従
者
の
い
る
農
家
率
の
全
国
平
均
は
三
九
%
で
、
過
疎
小
規
模

集
落
で
は
、
こ
れ
を
上
回
る
四
O
%
以
上
の
集
落
が
五
九
%
、
六
O
%
以

上
と
い
う
集
落
で
さ
え
四
一
%
も
あ
り
、
こ
の
割
合
は
意
外
に
高
い
。
過

疎
小
規
模
集
落
で
は
高
齢
者
の
就
業
の
場
が
な
い
た
め
農
業
に
専
従
せ
ざ

る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
こ
の
割
合
、
か
高
率
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
基
幹
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
中
核
農
家
率
を

み
て
み
る
。

中
核
農
家
率
の
全
国
平
均
は
一
一
一
一
%
で
あ
る
。
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、

こ
れ
を
下
回
る
二
O
%
以
下
の
集
落
が
玉
一
%
と
、
過
半
を
占
め
て
い
る

が
、
他
方
、
全
国
平
均
を
か
な
り
上
回
る
三
O
%
以
上
の
集
落
が
三
八
%

も
存
在
し
て
い
る
。
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
農
業
生
産
の
中
核
的
担
い

手
農
家
の
層
が
厚
い
集
落
と
、
こ
の
層
、
が
き
わ
め
て
薄
い
集
落
と
が
併
存

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
こ
の
層
の
厚
い
集
落
と
は
ど
ん
な
集
落
で
、

と
こ
に
分
布
し
て
い
る
か
が
つ
ぎ
の
問
題
と
な
る
。
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υ、口増減率別〕

- 630'% 

630' -ム20

ム20- 610' 

610' - 0' 

0' -

合計

〔老齢化割合別〕

- 10'% 

10' - 15 

15 - 20' 

20' 
-

25 

25 - 30' 

30' -

合計

区

第 15表

分区

〔戸数規模別〕

~ ヲ戸
10 - 14 

15 - 19 

20' 
-

24 

25 - 29 

合計

そ
こ
で
過
疎
小
規
模
集
落
の

中
で
、
主
業
農
家
率
お
よ
び
中

核
農
家
率
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平

均
を
上
回
る
=
一
O
%
以
上
の
集

落
、
前
者
で
は
四
九
四
五
集
落
、

後
者
で
は
七
五
四
七
集
落
に
つ

い
て
、
さ
き
の
基
礎
分
類
に
し

た
が
っ
て
そ
の
性
格
を
み
て
ゆ

く
(
第
ゆ
表
)
。

ま
ず
こ
れ
ら
の
集
落
の
地
域

分
布
を
み
る
と
、
圧
倒
的
に
北

海
道
に
集
中
し
て
お
り
、
北
海

道
の
過
疎
小
規
模
集
落
の
う
ち

の
六
八
%
は
、
主
業
農
家
率
三

O
%
以
上
の
集
落
で
あ
り
、
八

五
%
は
中
核
農
家
率
三
O
%
以

上
の
集
落
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
地
域
で
は
、
主
業
農
家
率
の

場
合
、
東
山
、
山
陽
、
四
国
、

北
・
南
九
州
で
こ
の
割
合
が
高

く
、
北
海
道
を
含
め
た
こ
れ
ら

一
四
五



《
ノ
l
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

六
地
域
で
、
主
業
農
家
率
三
O
%
以
上
の
四
九
四
五
集
落
の
九
一
%
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
中
核
農
家
率
の
場
合
は
、
北
海
道
以
外
で
は
、
東
北
、

北
・
南
九
州
と
い
っ
た
わ
が
国
の
北
と
南
の
両
端
の
地
域
で
、
三
O
%
以

上
の
集
落
の
割
合
が
高
く
、
こ
れ
ら
四
地
域
で
全
体
の
七
六
%
を
占
め
て

い
る
。戸

数
規
模
別
に
み
る
と
、
戸
数
規
模
が
小
さ
い
集
落
ほ
ど
主
業
農
家
率

三
O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
が
高
く
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

て
こ
の
割
合
は
低
下
し
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
超
小
規
模
集
落

は
北
海
道
に
多
く
、
ま
た
戸
数
規
模
が
小
さ
い
集
落
ほ
ど
、
農
外
就
業
の

機
会
に
乏
し
い
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
、
ま
た
中
心
集
落
か
ら
遠
い
辺

地
集
落
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
集
落
で
主
業
農
家
率
が
全
国
平
均

を
上
回
る
三
O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
は
肯
定
さ
れ
よ
う
。

中
核
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
は
、
九
戸
未
満
の
超
小
規
模

集
落
で
比
較
的
高
く
、
そ
れ
以
上
の
戸
数
規
模
に
な
る
と
、
規
模
聞
の
差

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
北
海
道
で
は
中
核
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落

が
八
五
%
と
大
部
分
を
占
め
、
し
か
も
超
小
規
模
集
落
が
北
海
道
に
数
多

く
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

人
口
増
減
率
別
に
み
る
と
、
主
業
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落
は
、
人

口
激
減
集
落
で
そ
の
割
合
が
大
き
く
、
主
業
農
家
率
一
二
O
%
以
上
の
集
落

の
半
分
は
、
減
少
率
三
O
%
以
上
の
人
口
激
減
集
落
で
あ
る
。

人
口
減
少
が
顕
著
な
集
落
に
主
業
農
家
率
の
高
い
集
落
の
割
合
が
大
き

一
四
六

い
と
い
う
こ
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
人
口
激
減
集
落
は
北
海
道
に
集
中
し

て
お
り
、
し
か
も
北
海
道
で
は
主
業
農
家
率
の
高
い
集
落
の
割
合
が
き
わ

め
て
大
き
い
と
い
う
事
実
が
か
な
り
影
響
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。

中
核
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
を
み
る
と
、
人
口
増
減
率
別

の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
老
齢
化
割
合
別
に
み
て
み
る
と
、
主
業
農
家
率
三
O
%
以
上
の

集
落
の
割
合
は
、
老
齢
化
割
合
一
O
%
以
下
と
ゴ
一
O
%
以
上
と
い
っ
た
老

齢
化
が
あ
ま
り
進
行
し
て
い
な
い
集
落
と
、
老
齢
化
の
進
行
が
顕
著
な
集

落
と
い
っ
た
両
極
端
の
集
落
で
、
こ
の
割
合
が
大
き
い
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
に
農
外
安
定
就
業
の
場
が
乏
し
い
た
め
と
い
う
前
述
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
こ
そ
は
、
ま
さ
に
農
業
生
産
活
動
の
主
体
的
条

件
が
存
在
す
る
集
落
と
い
え
よ
う
。

中
核
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落
の
場
合
は
、
老
齢
化
割
合
が
低
い
集

落
ほ
ど
、
中
核
農
家
率
三
O
%
以
上
の
集
落
の
割
合
が
大
き
く
、
老
齢
化

の
進
行
に
つ
れ
て
こ
の
割
合
が
低
下
す
る
と
い
う
明
確
な
傾
向
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
中
心
集
落
ま
で
の
道
路
距
離
別
に
み
て
み
る
。
中
心
集
落
か

ら
遠
い
辺
地
集
落
ほ
ど
、
主
業
農
家
率
、
中
核
農
家
率
と
も
に
三
O
%
以

上
の
集
落
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
辺

地
集
落
に
な
る
ほ
ど
農
外
の
安
定
就
業
の
機
会
に
乏
し
く
、
し
た
が
っ
て

農
林
業
に
傾
斜
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
説
明
が
で
き
よ
う
。



第 16表農家の平均経営規模別過疎小規模集落構成

会議長;l農産物販卜341吋Vl∞ゐ同1300-l合

数 11，1吋久2∞lぃ811ぃ9811，783， 3，5991 

比(70) 5.81 21. 6~ 22. 61 23. 21 9.0; 18.21 

副たり耕地門1fBrio叫l115パ2ベ合

1

I出|31172うit;|l?1171

落

成

集

構

0.82ha 数

比(70)

落

成

集

構

過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、

中
心
集
落
ま
で
の
距
離
別
と

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要

時
間
別
と
の
聞
に
は
正
の
相

関
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
、

都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
集

落
ほ
ど
農
業
生
産
活
動
に
つ

い
て
の
主
体
的
条
件
が
よ
り

強
く
存
在
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
い
え
よ
う
。

2

過
疎
小
規
模
集
落
の

農
家
経
営
規
模

農
家
の
経
営
規
模
を
、
一

戸
当
た
り
の
農
産
物
販
売
額

と
経
営
耕
地
面
積
で
示
す
と
、

集
落
平
均
経
営
規
模
別
の
過

疎
小
規
模
集
落
の
構
成
は
第

凶
表
の
よ
う
に
な
る
。

わ
が
国
農
家
の
平
均
の
農

産
物
販
売
額
は
一
九
八
O
年

農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
一
一
二
六

〈

I
)

万
円
と
推
定
で
き
る
。
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
こ
の
全
国
平
均
を
下
回

る
販
売
額
一
O
O
万
円
以
下
の
集
落
が
五
O
%
と
、
丁
度
半
分
を
占
め
て

い
る
か
ら
、
農
産
物
販
売
額
か
ら
み
た
経
営
規
模
は
全
国
平
均
よ
り
や
や

小
さ
い
と
み
て
よ
い
。

わ
が
国
農
家
の
二
戸
当
た
り
経
営
耕
地
面
積
は
全
国
平
均
一
・
O
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
都
府
県
平
均
で
は

0
・
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
過
疎
小

規
模
集
落
の
一
六
%
は
、
経
営
耕
地
規
模
の
大
き
い
北
海
道
に
分
布
し
て

お
り
、
例
え
ば
集
落
平
均
経
営
耕
地
規
模
二
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
過

疎
小
規
模
集
落
の
八
五
%
は
北
海
道
の
集
落
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
都
府

県
の
過
疎
小
規
模
集
落
の
経
営
耕
地
規
模
は
、
都
府
県
平
均
の
そ
れ
を
か

な
り
下
回
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
過
疎
小
規
模
集
落
の
う
ち
相
対
的
に
経
営
規
模
が
大
き
い
集
落
、

具
体
的
に
は
農
産
物
販
売
額
二
O
O
万
円
以
上
の
集
落
、
経
営
耕
地
面
積

で
は
一
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
落
、
前
者
は
五
三
八
二
集
落
、
後
者

は
七
六
七
四
集
落
を
抜
き
出
し
、
こ
れ
ら
の
集
落
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の

集
落
で
あ
る
か
、
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
か
を
み
て
み
る
(
第
げ
表
)

0

地
域
別
に
み
る
と
、
農
産
物
販
売
額
規
模
で
も
経
営
耕
地
面
積
規
模
で

も
、
農
家
の
平
均
経
営
規
模
が
大
き
い
集
落
の
割
合
は
、
北
海
道
が
際
立

っ
て
高
く
、
そ
の
外
で
は
東
北
、
北
・
南
九
州
で
比
較
的
こ
の
割
合
が
高

く
、
経
営
規
模
が
大
き
い
上
記
の
集
落
の
八
割
前
後
が
、
こ
の
四
地
域
に

集
中
し
て
い
る
。

四
七
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第 17表

分区

一
四
八

つ
ぎ
に
戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、

戸
数
九
戸
未
満
の
超
小
規
模
集
落

で
経
営
規
模
の
大
き
い
集
落
の
割

合
は
最
高
で
あ
り
、
戸
数
規
模
が

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
割

合
は
低
下
し
て
ゆ
く
。
超
小
規
模

集
落
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
、
し

か
も
経
営
規
模
の
大
き
い
北
海
道

集
落
の
存
在
が
影
響
し
て
い
る
。

人
口
増
減
率
別
に
み
る
と
、
販

売
額
二

O
O万
円
以
上
の
集
落
割

合
の
場
合
、
人
口
減
少
率
三

δ
%

以
上
と
い
っ
た
人
口
激
減
集
落
で

若
干
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
北
海
道
の
影
響
と
み
ら
れ
、
そ

れ
以
外
は
人
口
増
減
率
に
よ
る
差

異
は
み
ら
れ
な
い
。

老
齢
化
割
合
別
で
は
、
一

O
%

以
下
と
い
う
老
齢
化
割
合
が
最
も

低
い
集
落
で
、
経
営
規
模
の
大
き

い
集
落
の
割
合
が
最
大
で
あ
り
、



第 18表過疎小規模集落の農家労働力構成

間会山吋人口 1-5作 10110-1+叫o中5-1合計lF
男女計 J集落数 11，2明日判い引いω13，096 1，吋19，804

l構成比(%) 6.41 14.61 28.21 27.31 15.6 7.副100.0118.ヲ

(集落数 1 1，7381山!叩14，2871刊 4い司19，804
構成比(%) 1 8.sl 12.41 22.11 2し61 17.11 18. lj 100.01 20.2 

(集落数 JMM3B!ム1841七1291山 |l，51J叩

構成比(%) I J3.61 18. 91 26.21 20.81 12. 51 8.01 100.0! 17. 7 

農業就業人口中生産年齢 I_Anol-， l川 _~nl~n_knlkn_7nl勺n_Rnl Rn_ 1 A三.1ま里全
人口の割合 I-W

ケV-VV1VV' -vVI山 山I'V-VVIVV-I白川|害車口

集落数 835! 9011 2，2991 3，557， 4，4221 7，790119，8041 

構成比(~の 4. 2 4. 51 11. 61 18. 01 22. 31 39.到100.0162.4 

1-山 -40140-601…ω-1 言十 1F  litHI 家合l IVV -vV
1 
vv -I口信

(引寸
1卜~叶ω吋司ヰム勺什一 |ド一計[吉望詳夏詰2 

l叶二11r

61. 3 

男

女

安定兼業従事者率

集落

構成

農業就業人口増減率
(1ヲ70-80年〕

集落

構成

数

比C%)

数

比(~の

老
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
こ
の
割
合
は
急
速
に
低
下

し
て
ゆ
き
、
老
齢
化
割
合
三

O
%以
上
と
い
う
老
齢

化
の
進
行
が
顕
著
な
集
落
で
、
こ
の
割
合
は
最
低
に

な
っ
て
い
る
。
老
齢
化
と
経
営
規
模
と
の
聞
の
こ
の

よ
う
な
関
係
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
別
に
み
る
と
、
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い
っ
た
中
心
集
落
最
近
接
の

集
落
で
こ
の
割
合
が
低
い
こ
と
を
除
く
と
、
中
心
集

落
ま
で
の
距
離
別
に
は
、
と
く
に
差
異
は
み
ら
れ
な

札

V

過
疎
小
規
模
集
落
の
島
家
労
働
力
構
成

つ
ぎ
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
農
家
労
働

力
の
状
況
を
、
農
家
人
口
中
一
六

t
二
九
歳
と
い
う

青
年
層
人
口
の
割
合
、
農
業
就
業
人
口
中
生
産
年
齢

3 
人
口
(
一
六

t
六
四
歳
入
口
)
の
割
合
、
安
定
兼
業

従
事
者
率
(
兼
業
従
事
者
中
の
恒
常
的
勤
務
兼
業
お

よ
び
自
営
兼
業
従
事
者
の
割
合
)
、
農
業
就
業
人
口

増
減
率
(
一
九
七

O
t
八
O
年
の
一

0
年
間
の
増
減

率
)
の
四
つ
の
指
標
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
く
(
第
日

表)。農
家
人
口
中
二
ハ

t
二
九
歳
人
口
の
割
合
は
、
全

一
四
九



《
ノ
i
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

圏
全
農
家
の
場
合
、
男
女
計
で
一
八
・
九
%
、
男
で
は
二

0
・
二
%
、
女

で
は
一
七
・
七
%
と
、
女
よ
り
男
の
方
が
そ
の
割
合
は
若
干
高
い
。
過
疎

小
規
模
集
落
を
み
る
と
、
こ
の
割
合
が
全
国
全
農
家
合
計
を
上
回
る
一
一
O

%
以
上
と
い
う
集
落
は
、
男
女
計
で
は
三
二
%
、
男
で
は
三
五
%
、
女
で

は
二
O
%
し
か
な
く
、
概
し
て
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
青
年
層
の
比
率
は

小
さ
く
、
と
く
に
若
い
女
性
の
比
率
が
小
さ
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
農
業
就
業
人
口
中
の
生
産
年
齢
人
口
割
合
を
み
る
と
、
全
国

全
農
家
平
均
が
六
二
・
四
%
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
こ
の
割
合
が
六

O
%
以
上
の
集
落
が
全
体
の
八
割
を
占
め
、
八
O
%
以
上
の
集
落
で
も
約

四
割
を
占
め
て
お
り
、
農
業
就
業
人
口
で
み
る
限
り
、
過
疎
小
規
模
集
落

は
必
ず
し
も
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。

安
定
兼
業
従
事
者
率
は
、
全
国
全
農
家
平
均
が
六
一
・
三
%
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
安
定
兼
業
従
事
者
率
六
O
%
以
上

の
集
落
は
全
体
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
周
辺
に
安
定
し
た
雇
用
機
会
が

乏
し
い
と
い
う
過
疎
地
域
の
特
性
を
反
映
し
て
、
安
定
兼
業
従
事
者
は
相

対
的
に
少
な
い
。

一
九
七
O
t
八
O
年
の
一

0
年
間
の
農
業
就
業
人
口
の
減
少
率
は
、
全

国
全
農
家
平
均
で
一
一
・
八
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
減
少
率
を
大
幅
に
上
回

る
減
少
率
二
O
%
以
上
の
集
落
が
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
七
七
%
も

占
め
て
お
り
、
減
少
率
四
O
%
以
上
の
集
落
で
も
四
一
%
を
占
め
る
と
い

う
よ
う
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
農
業
就
業
人
口
の
減
少
は
と
く
に
著

一五

O

し
い
。過

疎
小
規
模
集
落
で
は
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
が
著
し
い
と
い
う
こ

と
と
、
農
業
就
業
人
口
中
の
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
全
国
全
農
家
平
均

と
較
べ
て
も
決
し
て
低
く
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
と
の
二
つ
の
指
標
の
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
を
検
討
し
な

け
れ
ば
王
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
一

0
年
間
の
農
家
戸
数
の
減

少
率
は
全
国
全
農
家
平
均
で
一
一
二
・
七
%
で
あ
り
、
表
示
は
省
略
す
る
が
、

過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、
こ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
減
少
率
二
O
%
以
上

の
集
落
が
全
体
の
一
二
割
を
占
め
、
農
家
戸
数
が
一
O
%
以
上
減
少
し
た
集

落
は
五
五
%
と
、
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
過
疎
小
規

模
集
落
の
農
業
就
業
人
口
激
減
は
、
単
に
青
壮
年
層
だ
け
の
離
村
流
出
で

は
な
く
、
農
家
の
挙
家
離
村
か
在
村
離
農
に
よ
る
激
減
と
み
て
よ
く
、
過

疎
小
規
模
集
落
で
は
農
外
の
安
定
し
た
雇
用
機
会
が
乏
し
い
た
め
、
残
留

す
る
農
家
労
働
力
は
農
業
就
業
に
頼
る
し
か
な
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
農

業
就
業
が
結
構
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
農
家
人
口
中
一
六
t
二
九
歳
の
男
の
割
合
が
全
国
全
農
家

の
平
均
を
上
回
る
三
O
%
以
上
と
い
っ
た
、
青
年
層
男
子
が
相
対
的
に
多

く
、
年
齢
構
成
か
ら
み
て
活
力
が
あ
る
集
落
と
み
ら
れ
る
、
過
疎
小
規
模

集
落
の
六
九
六
六
集
落
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
集
落
で

あ
る
か
を
み
て
み
よ
う
(
第
円
表
)
。

こ
の
集
落
の
割
合
が
大
き
い
の
は
、
地
域
別
に
み
る
と
、
北
海
道
、
東



分

〔地域別〕 % 判〔人口増減率別J~ ?も ?ら

北海道 1，378 43.9 19.8 11 -A30% I 2，569 36.5 36.9 

東 ~~ 980 50.8 37.0 23.1 

~~ 陸 378 38.1 5.4 ム20-Al0 ! 1，626 36.4 23.3 

北 九州 1，025 40.1 14.7 企 10- 0 771 32.5 11. 1 

南九州 764 37.6 11. 0 。~ 388 25.0 5.6 

全国 計 6，966 35.2 100.0 !i ~ 言ト 6，966 35.2 100.0 

〔戸数規模別〕
(010市町村
までの時間別〕

40.4 15. 1 -30分 1，390 39.7 20.0 

10 - 14 1，467 37.6 21. 1 3コ分-1時閣 2，517 37.4 36.1 

15 - 19 1，614 34.8 23.2 1時間~ 1，906 31. 2 27.4 

20 - 24 1，520 33.3 21. 8 無関係 1，153 33.2 16.6 

25 - 29 32. 1 ぷ&l- 計 6，966 35.2 100.0 

合計 6，966 35.2 l∞.011 

第 19表農家人口中16-29歳男子の害j合が20%以上の集落の構成

|集落数 i割合|構成比 I! 区 分 i集落数|割合|構成比区

北
、
北
陸
、
北
・
南
九
州
と
い
っ
た
わ
が
国
の
主
要
農
業
地
帯
で
あ
り
、

こ
の
五
地
域
で
全
体
の
六
五
%
を
占
め
て
い
る
。

戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、
戸
数
規
模
が
小
さ
い
集
落
ほ
ど
こ
の
割
合
が

高
く
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
こ
の
割
合
は
低
下
し
て
ゆ
く
。

さ
き
に
、
主
業
農
家
率
や
中
核
農
家
率
が
三
O
%
以
上
の
集
落
、
農
産
物

販
売
額
二
O
O
万
円
以
上
の
集
落
、
経
営
耕
地
函
積
一
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
集
落
を
戸
数
規
模
別
に
み
た
が
、
い
ず
れ
も
九
戸
未
満
の
超
小
規

模
集
落
で
、
そ
の
割
合
が
最
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
一
O
戸

未
満
あ
る
い
は
一
五
一
戸
未
満
と
い
っ
た
超
小
規
模
集
落
が
過
半
を
占
め
る

北
海
道
の
影
響
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

人
口
増
減
率
別
で
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
差
異
は
み
ら
れ
な
い
が
、

人
口
増
加
集
落
で
こ
の
割
合
が
最
低
で
あ
り
、
む
し
ろ
人
口
減
少
の
激
し

い
集
落
に
男
子
青
年
層
の
厚
い
集
落
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
・
青
年
層
男
子
が
相
対
的
に
多
く
残
っ
て
い
る
北
海
道
の
過
疎
小

規
模
集
落
は
、
す
で
に
第
8
表
で
み
た
よ
う
に
、
人
口
半
減
集
落
の
三
割
、

一ニ
O
%
以
上
人
口
、
が
減
少
し
て
い
る
集
落
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
と

い
っ
た
よ
P

フ
に
、
北
海
道
集
落
の
存
在
に
影
響
さ
れ
た
結
果
と
み
ら
れ
よ

'
q

ノ。D
I
D
+
巾
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
に
み
る
と
、
都
市
に
近
接
し
た
集

落
ほ
ど
青
年
男
子
層
の
多
い
集
落
の
割
合
が
大
き
い
が
、
決
定
的
な
差
異

と
は
い
え
な
い
ロ
な
お
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
別
で
は
、
表
示
し
て
い
な

一五



第 20表過疎小規模集落の土地利用状況
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集

構

率

数

比(ro)

耕地面積増減率

(1970-80年〕

地

落

成

耕

}
王

い
が
、
距
雛
別
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

し
V

過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
土
地
利
用

と
土
地
基
盤
整
備
の
状
況

1

土
地
利
用
の
状
況

土
地
利
用
の
状
況
を
示
す
指
標
と
し
て
、
耕

地
率
、
水
田
率
、
水
田
休
閑
地
率
、
農
地
転
用

の
有
無
と
転
用
先
、
そ
れ
に
一
九
七
O
t
八
O

年
の
一

0
年
間
の
耕
地
面
積
増
減
率
の
五
つ
を

と
り
あ
げ
た
。
第
お
表
を
み
ら
れ
た
い
。

全
国
平
均
の
耕
地
率
一
四
・
五
%
は
、
わ
が

国
の
総
土
地
面
積
に
た
い
す
る
、
農
水
省
統
計

情
報
部
の
耕
地
面
積
調
査
の
耕
地
面
積
の
割
合

で
、
ほ
ぼ
実
態
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、

集
落
の
耕
地
率
の
方
は
、
必
ず
し
も
正
確
と
は

(
2
)
 

い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
耕
地

率
別
の
過
疎
小
規
模
集
落
を
み
る
と
、
耕
地
率

一
O
%
以
下
の
集
落
は
山
村
集
落
と
み
て
よ
く
、

こ
れ
が
四
九
%
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
半
分

を
占
め
て
い
る
。
耕
地
率
一
o
t
二
O
%
を
農



山
村
集
落
と
考
え
る
と
、
こ
れ
が
二
八
%
、
耕
地
率
三
O
%
以
上
を
平
地

農
村
と
み
な
す
と
、
こ
れ
が
二
三
一
%
に
な
る
。
全
国
全
農
業
集
落
の
耕
地

率
別
分
布
と
対
比
す
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
山
村
集
落
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
く
、
平
地
農
村
の
そ
れ
が
低
い
と
い
え
る
。

水
田
率
に
よ
っ
て
、
水
同
率
四
O
%
以
下
を
畑
作
集
落
、
四

0
1
六

O

%
を
田
畑
混
合
集
落
、
六
O
%
以
上
を
水
田
集
落
と
み
な
す
と
、
過
疎
小

規
模
集
落
は
、
畑
作
集
落
が
二
八
%
、
田
畑
混
合
集
落
が
一
四
%
、
水
間

集
落
が
五
七
%
と
過
半
を
占
め
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
、
山
村
な
い
し
農

山
村
の
棚
田
や
迫
田
の
多
い
水
田
集
落
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

水
回
面
積
中
何
も
作
付
け
を
し
て
い
な
い
休
閑
地
面
積
の
割
合
を
み
る

と
、
全
国
平
均
で
は
四
・
四
4
円
で
あ
る
が
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
こ

の
全
国
平
均
を
下
回
る
三
%
以
下
の
集
落
が
全
体
の
七
一
%
を
占
め
て
お

り
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
水
田
休
閑
面
積
が
概
し
て
少
な
い
と
い
え
る
。

耕
地
規
模
が
零
細
で
、
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
耕
地
面
積
の
減
少
が
著
し
い

過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
水
田
の
不
作
付
け
の
余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
他
方
水
田
休
閑
面
積
率
一
O
%
以
上
と
い
う
集

落
も
一
割
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
表
示
は
省
略
す
る
が
、
地
域
的

に
は
南
関
東
、
東
山
、
東
海
、
近
畿
と
い
っ
た
巨
大
都
市
圏
の
集
落
で
そ

の
割
合
が
高
く
、
ま
た
老
齢
化
し
て
い
る
集
落
ほ
ど
、
こ
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

《
ノ
l
卜
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

過
疎
小
規
模
集
落
の
過
去
一

0
年
間
の
耕
地
面
積
の
増
減
を
み
る
と
、

全
国
平
均
の
減
少
率
八
・
三
%
に
対
し
て
、
減
少
率
二
O
%
以
上
の
集
落

が
四
二
%
も
あ
り
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
耕
地
面
積
の
減
少
は
著

し
い
。
し
か
し
反
面
耕
地
面
積
が
過
去
一

0
年
間
に
増
加
し
て
い
る
集
落

が
四
五
三
一
集
落
、
二
一
二
%
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
耕
地
面
積
増
加

集
落
と
は
ど
ん
な
集
落
な
の
か
の
確
認
が
つ
ぎ
の
問
題
で
あ
る
ロ

最
後
に
、
農
業
的
土
地
利
用
か
ら
非
農
業
的
土
地
利
用
へ
の
土
地
利
用

の
転
換
で
あ
る
農
地
転
用
の
状
況
を
み
て
み
る
。
過
疎
小
規
模
集
落
で
は

農
地
転
用
の
事
例
の
あ
る
集
落
は
全
体
の
五
四
%
で
あ
り
、
全
国
全
集
落

の
六
七
%
と
い
う
値
と
較
べ
る
と
、
土
地
利
用
の
転
換
は
少
な
い
と
い
え

る
。
農
地
転
用
種
類
別
に
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
四
割
近
く
が
山

林
へ
の
転
用
、
す
な
わ
ち
耕
地
に
植
林
を
し
て
お
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が

道
路
用
地
へ
の
転
用
で
あ
り
、
全
国
全
集
落
と
較
べ
る
と
、
住
宅
や
工
場

用
地
、
公
共
用
施
設
へ
の
転
用
と
い
っ
た
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
転
換
の

事
例
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
さ
き
の
過
疎
小
規
模
集
落
の
う
ち
の
耕
地
面
積
増
加
集
落
四

五
一
三
集
落
の
内
容
を
み
る
と
、
第
幻
表
の
よ
う
に
な
る
。

地
域
別
に
み
る
と
、
北
海
道
で
は
過
疎
小
規
模
集
落
の
半
分
が
、
東
北

で
は
四
割
が
耕
地
面
積
増
加
集
落
で
あ
り
、
こ
の
両
地
域
で
耕
地
増
加
集

落
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
外
で
は
北
陸
、
四
国
、
北
九
州
が
比
較

的
耕
地
増
加
集
落
の
割
合
が
高
く
、
北
海
道
、
東
北
を
含
め
た
こ
れ
ら
五

五



耕地面積増加集落の構成

|区分|

第 21表

合

〔地域別 %.IC老齢人口割合別〕 % 

北海道 1，550 49目 4 i - 10% 756 35.5 

東 北 776 40.2 10 - 15 1，507 29.8 

北 陸 197 19.9 15 - 20 1，393 22.9 

四 国 359 18.3 20 - 25 647 17.0 

北 九州 550 21. 9 25 - 30 152 9.5 

全国言十 4，531 22.9 30 - 76 6. 7 

合 言十 4，531 22.9 

山増減率別〕(

- ~30ro 957 13.6 CD 1 D市町村
までの時間別〕

ム30- ~20 1，002 23.0 -3コ分 1，001 28.6 

~20 - ~IO 1，249 27.9 )1 30分-1時間 1，531 22. 7 

ム10- O 715 30.1 l 時間~ 1，166 19.1 

o - 608 39.1 無関係 833 24.0 

it 言十 4，531 22.9 Z仁r 言十 4，531 22.9 

害1集落数合害事j集落数分区

五
回

地
域
に
、
耕
地
増
加
四
五
三
一
集
落
の
七
六
%
が
集
中
し
て
い
る
。

人
口
増
減
率
別
に
み
る
と
、
人
口
減
少
率
三
O
%
以
上
と
い
う
人
口
激

減
集
落
で
こ
の
割
合
が
最
低
で
あ
り
、
人
口
減
少
率
が
小
さ
い
集
落
ほ
ど

こ
の
割
合
は
大
き
く
な
り
、
人
口
増
加
集
落
で
最
大
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
老
齢
化
割
合
別
に
み
る
と
、
老
齢
化
割
合
一
O
%
以
下
と
い
う
老
齢
化

が
進
ん
で
い
な
い
集
落
で
は
そ
の
三
分
の
一
が
耕
地
増
加
集
落
で
あ
り
、

老
齢
化
率
の
上
昇
に
つ
れ
て
耕
地
増
加
集
落
の
割
合
は
急
激
に
低
下
し
て

い
る
。D

I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
に
み
る
と
、

D
I
D
市
町
村
ま
で

三
O
分
以
内
と
い
う
都
市
に
最
も
近
接
し
た
集
落
で
耕
地
増
加
集
落
の
割

合
が
最
大
で
あ
り
、
都
市
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
割
合
は
低
下

し
て
ゆ
く
が
、
人
口
増
減
率
や
老
齢
化
割
合
の
場
合
の
よ
う
な
急
激
な
低

下
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
耕
地
面
積
増
加
集
落
は
、
北
海
道
、
東
北
な
ど
の
北
日
本

に
集
中
し
て
お
り
、
人
口
が
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い
集
落
な
い
し
人
口
増

加
集
落
に
多
く
、
ま
た
老
齢
化
が
進
行
し
て
い
な
い
集
落
に
多
い
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

2

土
地
基
盤
整
備
の
状
況

土
地
基
盤
整
備
と
は
、
農
業
生
産
活
動
に
と
っ
て
の
主
た
る
生
産
手
段

で
あ
る
農
地
を
整
備
し
て
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

機
械
や
施
設
等
の
整
備
と
合
わ
せ
て
農
業
固
定
資
本
形
成
の
中
心
と
な
る



第 22表過疎小規模集落の土地基盤整備の状況

|実施せず1-30%1ω-501印-701

15.329 I 630 I 472 I 632 

77.41 3.2 I 2.41 3.2 

65.71 3.8 I 2.8 I 3.9 

| 構造改善事業実施集落 | 
実施集落 1t't..u..L~-S-7":::>t<:;7Ç.1JU:!i;;;t::: (ff 土地改良|突施せず

1....... .w，， ~1 土地基 1事 業
|事業実施|機械施設|盤整備|

6，113 I ・・・ I 1， 253 I 2， 682 I 

30.9 I … 6.3 I 13.5 I 

33. 1 I 15. 6' 5. 4 I 13. 0 ! 

言十70-水田区画整理率

集落数

構成比oの

全国全集落構成比(%)

基盤整備の有無

13，688 

69.1 

66.9 

3，892 

19.7 

21目 4

集落数

出現率(~の

全国全集落出現率(~の

注.全国全集落は，市街化区域内の農業集落を除いたもの.

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
基
盤
整
備
の
状
況
如
何
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
の
活
発
さ
を
物
の
面
か
ら
示
す
指
標
た
り
う
る

も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
土
地
基
盤
整
備
状
況
の
指
標
と
し
て
、
水

田
の
区
画
整
理
面
積
率
と
、
昭
和
四
五
年
以
降
の
農
業
構
造
改
善
事
業
お

よ
び
土
地
改
良
事
業
の
両
事
業
を
対
象
と
し
た
農
業
基
盤
整
備
実
施
の
有

無
を
と
り
あ
げ
た
。
第
幻
表
を
み
ら
れ
た
い
。

水
田
面
積
に
対
す
る
区
画
整
理
済
み
面
積
の
割
合
で
あ
る
水
田
区
画
整

理
率
を
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
に
水
岡
の
区
画

整
理
を
実
施
し
な
か
っ
た
集
落
が
、
全
国
全
集
落
と
較
べ
て
一
O
%
以
上

高
い
七
七
%
に
も
達
し
て
お
り
、
大
部
分
の
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
不
整

形
、
小
区
画
の
水
田
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
水
田
の
区
画
整
理
を
実

施
し
た
四
四
七
二
集
落
に
限
っ
て
み
る
と
、
集
落
内
の
水
田
を
部
分
的
に

区
画
整
理
し
た
集
落
よ
り
も
、
区
画
整
理
率
五
O
%
以
上
、
あ
る
い
は
七

O
%
以
上
と
い
っ
た
集
落
内
水
田
の
過
半
に
つ
い
て
区
画
整
理
を
実
施
済

み
の
集
落
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
全
国
全
集
落
に

つ
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。

昭
和
四
五
年
以
降
の
農
業
基
盤
整
備
実
施
の
有
無
を
み
る
と
、
過
疎
小

規
模
集
落
は
全
国
全
集
落
と
較
べ
て
実
施
集
落
の
割
合
が
若
干
低
い
が
、

ほ
ぼ
全
固
な
み
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
過
疎
小
規
模
集
落
の
う
ち
の
三
一

%
の
集
落
が
、
農
業
構
造
改
善
事
業
で
あ
れ
、
土
地
改
良
事
業
で
あ
れ
、

何
ら
か
の
基
盤
整
備
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
業
を
ダ
ブ
っ
て
実

一
五
五
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過
疎
地
域
小
規
模
集
奮
の
構
造

施
し
て
い
る
集
落
も
あ
る
た
め
、
構
成
比
で
は
な
く
全
集
落
に
対
す
る
実

施
集
落
の
割
合
、
す
な
わ
ち
出
現
率
で
表
示
し
て
い
る
が
、
構
造
改
善
事

業
の
実
施
は
、
全
国
全
集
落
と
較
べ
て
過
疎
小
規
模
集
落
の
方
が
わ
ず
か

だ
が
出
現
率
は
大
き
く
、
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て
は
機
械
や
農
業
共
用

施
設
な
ど
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備
よ
り
は
、
農
地
の
区
画
整
理
や
用
排

水
改
良
、
農
道
整
備
、
農
地
造
成
な
ど
の
土
地
基
盤
整
備
を
実
施
し
て
い

る
集
落
の
方
が
二
倍
以
上
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
土
地
改
良
事
業
の

実
施
集
落
は
農
業
構
造
改
善
事
業
よ
り
さ
ら
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
農
業

基
盤
整
備
の
状
況
は
、
全
国
全
集
落
の
場
合
も
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合

と
全
く
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

同
一
円
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
生
活
環
境
条
件

農
村
に
お
け
る
生
活
環
境
に
は
、
農
村
住
民
に
と
っ
て
の
自
然
環
境
、

社
会
環
境
、
物
的
環
境
の
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
豊
か
な
緑
、

清
洲
な
河
川
・
湖
沼
、
す
ぐ
れ
た
景
観
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
農
村

住
民
に
と
っ
て
好
ま
し
い
生
活
環
境
で
あ
り
、
こ
の
優
れ
た
自
然
環
境
は

農
村
住
民
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
住
民
を
含
め
た
国
民
全
体
の
財
産

と
し
て
保
全
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
好
ま
し
い
社
会
環
境
と
は
、

例
え
ば
犯
罪
の
発
生
が
な
く
、
地
域
内
で
の
紛
争
が
少
な
く
平
穏
な
、
そ

し
て
相
互
扶
助
等
近
隣
の
人
間
関
係
が
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
農
村
社
会

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
物
的
環
境
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
住

一
五
六

民
の
生
活
に
か
か
わ
る
施
設
、
例
え
ば
道
路
・
交
通
、
供
給
・
終
末
処
理

施
設
、
医
療
施
設
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
生
活
環
境
の
整
備
と
は
、
こ
の
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て
の
保
全
、
改

善
の
こ
と
で
あ
る
。

生
活
環
境
条
件
の
如
何
を
評
価
す
る
場
合
、
つ
ぎ
の
五
つ
の
視
点
な
い

し
基
準
に
よ
る
接
近
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
現
在
そ
の
地
域
の
住
民
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

安
全
性
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
犯
罪
に
対
し
て
住
民
の
安
全
は
守
ら
れ

て
い
る
か
、
崖
く
ず
れ
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生
、
あ
る
い
は
火

災
、
交
通
事
故
に
対
し
て
住
民
の
安
全
は
守
ら
れ
て
い
る
か
等
で
あ
る
。

第
二
は
、
住
民
の
健
康
は
守
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
保
健
性
視
点
で
あ

り
、
医
療
・
保
健
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
、
住
民

の
健
康
を
損
な
う
よ
う
な
公
害
の
発
生
は
な
い
か
ど
う
か
等
を
内
容
と
し

て
い
る
。

第
三
は
、
住
民
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
不
便
な
こ
と
が
な
い
か
と
い
う

利
便
性
視
点
で
あ
り
、
実
通
の
便
・
不
便
、
日
常
の
買
物
の
使
・
不
便
、

通
学
の
容
易
さ
等
々
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

第
四
は
、
住
民
は
快
適
な
環
境
の
中
に
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
快
適
性

視
点
で
あ
り
、
さ
き
に
の
ベ
た
優
れ
た
自
然
環
境
は
住
民
の
快
適
性
を
高

め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
も
快
適



性
を
高
め
る
要
因
と
な
ろ
う
。

第
五
は
、
近
隣
の
人
間
関
係
、
地
域
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
う
ま

く
保
た
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
社
会
性
な
い
し
社
会
的
連
帯
性
視
点
で

あ
る
。以

上
の
ベ
た
五
つ
の
視
点
、
基
準
に
準
拠
し
て
生
活
環
境
条
件
を
評
価

し
、
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
農
村
社
会
、
町
や
村
守
つ
く
り
を
進
め
て
ゆ

く
の
が
、
生
活
環
境
の
整
備
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る
過
疎
小
規
模
集
落
の
生
活
環
境
条

件
で
あ
る
が
、
さ
き
に
の
ベ
た
生
活
環
境
の
三
つ
の
側
面
の
う
ち
自
然
環

境
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
分
析
の
素
材
と
し
た
「
一
九
八

O
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
・
農
業
集
落
カ
l
ド
」
の
デ
ー
タ
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る
項

目
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
社
会
環
境

に
関
し
て
は
、
集
落
カ

l
ド
に
は
集
落
の
ま
と
ま
り
、
集
落
の
運
営
に
か

か
わ
る
い
く
つ
か
の
項
目
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
第
三
の
物
的
環
境
、
す

な
わ
ち
住
民
生
活
に
か
か
わ
る
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
中
心
に
し
て
、

過
疎
小
規
模
集
落
の
生
活
環
境
条
件
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
た
さ
き
に
の
ベ
た
五
つ
の
視
点
の
う
ち
、
農
業
集
落
カ

l
ド
が
提
供

し
て
く
れ
る
情
報
で
は
、
住
民
の
保
健
性
、
利
便
性
視
点
が
主
体
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
農
業
集
落
カ
i
ド
の
中
の
生
活
環
境
に

関
す
る
項
目
は
、
役
場
や
農
協
、
小
学
校
ま
で
の
道
路
距
離
、
市
町
村
道

や
生
活
道
の
整
備
状
況
、
主
な
交
通
機
関
、
医
療
施
設
の
種
類
と
施
設
ま

《
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

で
の
道
路
距
離
、
水
道
の
普
及
割
合
、
廃
棄
物
の
処
理
方
法
、
積
雪
に
よ

る
自
動
車
運
行
不
能
日
数
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

-
小
学
校
ま
で
の
道
路
距
離
別
に
み
た
過
疎
小
規
模
集
落
の
通
学
の

便
・
不
便

児
童
の
通
学
の
使
・
不
便
は
単
に
小
学
校
ま
で
の
道
路
距
隣
の
長
短
だ

け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
居
住
す
る
集
落
と
小
学
校
所
在
地
と

の
標
高
差
、
あ
る
い
は
そ
の
聞
の
道
路
の
起
伏
の
激
し
さ
、
通
学
道
路
の

整
備
状
況
如
何
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行
状
況
等
が
通
学
の
便
・
不
便
を

大
き
く
左
右
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
通
学
距
離
は
通
学
の
容
易
さ
の

度
合
を
示
す
有
力
な
指
標
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
国
の

過
疎
小
規
模
集
落
に
つ
い
て
、
小
学
校
ま
で
の
道
路
距
離
別
の
集
落
構
成

を
み
て
み
る
と
、
第
お
表
の
よ
う
に
な
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
過
疎
小
規
模
集
落
は
農
山
村
集
落
な
い
し
山
村
集

落
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
平
坦
な
、
整
備
さ
れ
た
通
学
路
を
期
待
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
六

t
一
一
一
歳
の
小
学
校
児

童
に
と
っ
て
通
学
が
苛
酷
と
考
え
ら
れ
る
小
学
校
ま
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
集
落
が
、
全
体
の
二
二
%
に
も
達
し
て
お
り
、
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
を
と
る
と
、
四
六
%
と
半
十
分
近
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
通

学
距
離
別
集
落
構
成
を
全
国
会
十
集
落
と
比
較
す
る
と
、
遠
距
離
通
学
集
落

の
割
合
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

過
疎
小
規
模
集
落
は
、
児
童
に
と
っ
て
通
学
条
件
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は

一
五
七



計

集落数

構成比C5の
全国全集落構成比C%)

注.全国全集落は市街化区域内の農業集落を除いたもの.

過疎小規模集落の遠距離通学集落の構成

合|構成比 l区 分|集落数|割

第 24表

|集落数|割分

〔地域別〕 4戸 ， で[中の~距心2離集k落別m ま % % 

北海道 1，073 17.6 〕 35 2.0 0.6 

東 ~t 573 29. 7 9目 4 2-4 187 5. 6 3.1 

東 山 407 43.6 6. 7 4-6 1，474 37.5 24.2 

東 海 168 31. 0 2.8 6-10 1，920 38.0 31. 6 

近 畿 195 31. 0 3. 2 10-20 1，979 41.ヲ| 32.5 

山 陰 492 35.0 8.1 20- 489 46.8 8.0 

山 陽 973 29.8 16.0 .g. 言十 6，084 30. 7 100.0 

四 国 680 34. 7 11.0 

全国計 6，084 30. 7 100.0 

C戸数規模別1 〔人口増減率
別コ

~ヲ戸 1，256 46.2 20.6 ~ム30% 2，610 37.0 42.ヲ

10"，， 14 1，429 36.6 23.5 A30-A20 1，336 30.6 22.0 

15-19 1，364 29.4 22.4 ム20-ム10 1，190 26.6 19.6 

20-24 1，154 25.3 19.0: AlO- 0 566 23目 9 9.3 

25-29 881 21. 5 14.5 0- 24.6 6. 3 

ぷに誌コ 言十 6，084 30. 7 ICコ.0 メに込コ 言十 6，084 30. 7 1∞.0 

合|構成比区
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疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
過
疎
小
規
模
集
落
と
は
ど

の
よ
う
な
集
落
に
多
い
の
か
を
、
小

学
校
ま
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

六
O
八
四
集
落
を
対
象
に
し
て
み
て

ゆ
く
(
第
目
表
)
。

地
域
分
布
を
み
る
と
、
北
海
道
、

東
北
、
東
山
、
東
海
、
近
畿
、
山
陰
、

山
陽
、
四
国
で
、
遠
距
離
通
学
集
落

の
割
合
が
比
較
的
高
く
、
こ
れ
ら
の

地
域
に
遠
距
離
通
学
集
落
全
体
の
四

分
の
三
が
集
中
し
て
い
る
。
戸
数
規

模
別
お
よ
び
人
口
増
減
率
別
に
み
る

と
、
超
小
規
模
集
落
や
人
口
激
減
集

落
で
遠
距
離
通
学
集
落
の
割
合
が
最

大
で
あ
り
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
、
ま
た
人
口
減
少
率
が
低

下
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
割
合
は
小

さ
く
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
中
心
集
落

(
役
場
所
在
地
)
ま
で
の
道
路
距
離



別
に
み
る
と
、
役
場
に
近
接
し
た
集
落
で
は
遠
距
離
通
学
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
役
場
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
遠
距
離
通
学
集
落
の
割
合
は
急
速
に

増
大
す
る
。

遠
距
離
通
学
集
落
は
、
戸
数
規
模
が
小
さ
く
、
人
口
減
少
率
の
大
き
い

(
3〉

集
落
、
辺
地
集
落
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

2

過
疎
小
規
模
集
落
の
道
路
整
備
状
況

道
路
整
備
状
況
を
示
す
指
標
と
し
て
、
こ
こ
で
は
農
業
集
落
カ
ー
ド
か

ら
得
ら
れ
る
つ
ぎ
の
四
つ
を
と
り
あ
げ
た
。
第
一
は
、
集
落
内
を
通
っ
て

い
る
幅
員
一
一
了
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
町
村
道
の
道
路
延
長
割
合
、
第
二

は
、
集
落
内
を
通
っ
て
い
る
市
町
村
道
の
舗
装
割
合
、
第
二
一
は
、
集
落
内

(
4〉

を
通
っ
て
い
る
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
般
生
活
道
の
道
路
延
長
割
合
、

第
四
は
、
集
落
内
を
通
っ
て
い
る
一
般
生
活
道
の
舗
装
割
合
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
割
合
別
の
集
落
構
成
を
み
る
と
、
第
お
表
の
よ
う
に
な
る
。

市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
道
が
集
落
内
を
通
っ
て
い
な
い
集
落
、

通
っ
て
い
て
も
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
が
な
い
集
落
を
合
わ

せ
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
一
一
一
%
を
占
め
て
お
り
、
全
国
全
集

落
の
倍
近
い
割
合
と
な
る
。
そ
の
限
り
で
は
過
疎
小
規
模
集
落
は
市
町
村

道
が
貧
弱
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
町
村

道
の
道
路
延
長
割
合
が
八
割
以
上
の
集
落
、
す
な
わ
ち
集
落
内
の
市
町
村

道
は
ほ
ぼ
自
動
車
の
離
合
が
可
能
と
い
う
集
落
は
全
体
の
五
一
%
を
占
め

て
お
り
、
全
国
全
集
落
の
そ
れ
を
む
し
ろ
若
干
上
回
っ
て
い
る
。
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

市
町
村
道
の
舗
装
率
を
み
る
と
、
通
過
市
町
村
道
な
し
と
、
市
町
村
道

は
あ
っ
て
も
全
く
舗
装
し
て
い
な
い
集
落
を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
ご
七

%
に
あ
た
り
、
全
国
全
集
落
の
二
倍
以
上
の
高
率
で
あ
る
。
そ
し
て
舗
装

率
が
八
割
以
上
の
集
落
は
二
五
%
、
全
体
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
全

国
全
集
落
の
場
合
、
こ
の
割
合
が
六
一
%
で
あ
る
か
ら
、
舗
装
率
で
み
る

と
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
市
町
村
道
の
整
備
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い

え
る
。つ

ぎ
に
集
落
内
の
一
般
生
活
道
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
過
疎
小
規
模
集

落
で
は
、
自
動
車
の
運
行
可
能
な
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
の
一
般
生
活
道
が
な

い
集
落
は
、
一
般
生
活
道
そ
の
も
の
が
な
い
集
落
を
含
め
て
全
体
の
四
O

%
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
割
合
は
全
国
全
集
落
の
場
合
よ
り
一
O
%
以

上
も
大
き
い
。
そ
し
て
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
般
生
活
道
の
道
路
延

長
割
合
が
λ
割
以
上
、
す
な
わ
ち
集
落
内
一
般
生
活
道
は
ほ
と
ん
ど
が
自

動
車
運
行
可
能
と
い
う
集
落
は
二
五
%
に
す
ぎ
ず
、
全
国
全
集
落
の
一
三

%
と
較
ベ
で
か
な
り
低
い
。

一
般
生
活
道
の
舗
装
率
を
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、
全
く

舗
装
し
て
い
な
い
集
落
は
、
一
般
生
活
道
そ
の
も
の
が
な
い
集
落
を
含
め

て
全
体
の
六
七
%
に
も
達
し
、
こ
の
割
合
は
全
国
全
集
落
の
場
合
の
五
一

%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
舗
装
道
路
が
あ
る
集
落
で
も
、
舗

装
率
八
割
以
上
の
集
落
は
わ
ず
か
一
O
%
に
す
ぎ
な
い
。
全
国
全
集
落
で

は
、
こ
の
割
合
は
二
一
%
'
で
あ
る
か
ら
、
一
般
生
活
道
に
つ
い
て
は
、
自

五
九



第 25表過疎小規模集落の道路整備状況

〔市町村道〕

幅員 3.5m以上の市町
透過市幅員3. 延長割合別
町村道 5m以 合計

村道の延長割合別
なし 上の道

1割 12-31日 I6-71 8-路なし

集落数 1，127 2，955 l，794lIJ∞10，074，19，804 

構成比(%) 5.7 14.9 5.01 7.9 9. 1! 6.61 50目 9 100.0 

全国全集落構成比(%) 2.4 9.2 12，4
1 

10.01 47.81100.0 

透過市
舗装道

舗装率 jJlj
市町村道の舗装率別 町村道

路なし
l割 12-3 1 4-5 1 6-7 1-8=-'合計なし

集落数 1，127 1，485 1，771 1，275 8， 797 19， 807 4，2ヲ91l，050 

構成比(% ) 5. 7 21. 7 5.3 7. 5 8.9 6.4 25.3 100.0 

全国全集落構成比(%) 2.4 881 4.1 6.9 8. 7 8.3 60.9. 100.0 

〔一般生活道〕

|幅員 2m以| 延長割合別
幅員 2 m以上の一般生 I'r~::~~~~1 

|よの道路なI~-， -，~I 合計
活道の延長割合別 い i 山 I~~I._I ， _I~

lし i 割 I2-3 I 4-5 I 6-7 1 8- 1 

集落数 7，94411，5131μ291 1， 8391 1， 2591 5， 020 1ヲ， 804

構成比(0/0) 40.11 7.61 1し31 9.31 6.41 25.3 100.0 

全国全集落構成比(~の 29.11 8.61 13.11 10.2: 7.51 30.9: 100.0 

b.:e~，* Oh I 舗装率別 | 
一般生活道の舗装率別 !塑苧道路| 十一一|合計

lI  1割 12-3 1 4-5 : 6-7 1 8- 1 

集落数 13，27711，51011，30111，180[ 5叫 2，031 19，叩4

構成比(~の 67.01 7. 61 6. 61 6. oi 2. 51 10. 3 ∞.0 

全国全集落構成比(%) j 50.61 8.0; 7.91 7.81 4.91 羽田町 1∞.0 ム

注(1) 全圏全集落は，市街化区域内の農業集落を除いたもの δ 
(2) 一般生活道の 2m以上なしと舗装道路なしの集落には，一般生活道なしの

集落も含まれる.



動
車
運
行
可
能
な
道
路
の
延
長
割
合
で
み
て
も
、
舗
装
率
で
み
て
も
、
過

疎
小
規
模
集
落
は
そ
の
整
備
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
市
町
村
道
や
一
般
生
活
道
の
整
備
が
と
く
に
遅
れ
て
い
る

道
路
条
件
の
悪
い
過
疎
小
規
模
集
落
は
ど
の
よ
う
な
集
落
に
多
い
か
を
み

る
た
め
に
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
道
が
通
っ
て
い
な
い
集
落

と
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
な
し
お
よ
び
そ
の
延
長
割
合
が
三

割
以
下
の
集
落
(
こ
れ
ら
を
以
下
に
延
長
割
合
一
二
割
以
下
の
集
落
と
総
称

す
る
)
、
舗
装
率
で
は
市
町
村
道
が
通
っ
て
い
な
い
集
落
と
、
舗
装
率
ゼ

ロ
お
よ
び
一
割
以
下
の
集
落
(
こ
れ
ら
を
錦
装
率
一
割
以
下
の
集
落
と
総

称
す
る
)
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
一
般
生
活
道
に
つ
い
て
は
、
幅
員
二
メ

ー
ト
ル
以
上
の
道
路
な
し
と
延
長
割
合
一
割
以
下
の
集
落
(
こ
れ
ら
を
延

長
割
合
一
割
以
下
の
集
落
と
総
称
す
る
)
、
舗
装
率
に
関
し
て
は
舗
装
率

ゼ
ロ
の
集
落
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
集
落
が
ど
の
よ
う
な
性

格
の
集
落
に
多
い
か
を
検
討
し
て
み
る
。

幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
町
村
道
延
長
割
合
三
割
以
下
の
集
落

は
六
六
三
六
集
落
で
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
三
四
%
を
占
め
て
い
る
。

地
域
的
に
は
、
関
東
、
東
山
、
近
畿
、
中
園
、
四
国
で
こ
れ
ら
の
集
落
の

割
合
が
高
い
。
市
町
村
道
の
舗
装
率
一
割
以
下
の
集
落
は
六
四
七
六
集
落

で
、
全
体
の
三
三
%
を
占
め
、
北
海
道
、
東
北
、
四
国
に
多
く
、
と
く
に

北
海
道
で
は
過
疎
小
規
模
集
落
の
七
七
%
が
舗
装
率
一
割
以
下
の
集
落
で

あ
る
。

《
ノ
I
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

一
般
生
活
道
に
つ
い
て
は
、
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
般
生
活
道
延

長
割
合
一
割
以
下
の
集
落
は
九
四
五
七
集
落
で
、
全
体
の
半
分
近
く
を
占

め
て
お
り
、
地
域
的
に
は
北
海
道
、
関
東
、
東
山
、
東
海
、
近
畿
、
四
国
、

と
く
に
北
海
道
で
こ
れ
ら
の
集
落
の
割
合
が
大
き
い
。
舗
装
率
ゼ
ロ
の
集

落
は
一
万
コ
三
七
七
集
落
で
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
三
分
の
こ
が
こ
れ
に

該
当
す
る
。
地
域
別
で
は
や
は
り
北
海
道
、
そ
れ
に
東
北
、
北
陸
、
北
関

東
、
東
山
で
こ
の
集
落
の
割
合
が
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
市
町
村
道
と
一
般
生
活
道
に
つ
い
て
、
道
路
整
備
状
況
の

悪
い
集
落
を
と
り
出
す
と
、
地
域
的
に
は
、
北
海
道
が
と
く
に
整
備
が
立

ち
遅
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
は
四
国
、
関
東
の
集
落
が
概
し
て
整
備
状

況
が
悪
い
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
道
路
整
備
状
況
の
悪
い
集
落
を
、
戸
数
規
模
別
、
人
口
増
減
率

別
、
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
別
に
み
て
、
ど
の
よ
う
な
集
落
に
多
い
か
を

み
る
と
、
第
お
表
の
よ
う
に
な
る
。

戸
数
規
模
別
に
み
る
と
、
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
町
村
道
延

長
割
合
三
割
以
下
の
集
落
の
割
合
だ
け
が
戸
数
規
模
別
の
差
が
な
く
、
市

町
村
道
の
舗
装
率
一
割
以
下
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
一
般
生
活
道
延
長
割

合
一
割
以
下
、
一
般
生
活
道
の
舗
装
率
ゼ
ロ
の
集
落
割
合
は
す
べ
て
、
九

戸
未
満
の
超
小
規
模
集
落
が
最
高
で
、
戸
数
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

て
そ
の
割
合
は
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
道
路
条
件
の
悪
さ
は
戸
数
規
模
の

大
小
と
相
関
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ームノ、
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区 分

71. 9 

65.6 

64.3 

63. 7 

62.0 

K
U

《

ノ

ム

〆

C
1
A
q
u

/

O

L

U

勺
4

1

L

A

u

n)

ロυ

ロU

民

υ

O
ノ

，
，
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R
U

〔

4

n

d

1

1

B

6

2

5

4

 

k
v
r
C

つL

円
U

1

L

5

4

4

4

4

 

41. II 3，933 

30.81 2，034 
27.0 1，884 

25.5， 961 

16.31 644 

34. CI 2， 8991 

33.61 l，341 

32.61 1，208 
33.51 605 

33.3: 253 

つゐ

p
u
r
b
k
u
q
u

ハ
ロ
ハ
U

1

1

弓

J

〆

o

n
ハ
】
門
ベ
U
v
h
υ
p
h
u
nベU

2，399 

1，467， 

1，4581 

794 

518 

58.4 

65.0 

66.2 

67.2 

71. 2 

71. 7 

45.011，015 

44.9; 2，156 

46.2 2，6αコ

47.8 3，393 

50.31 3，364 

55.71 749 

19.31 782， 

25.ヲ11，489 
25.11 l，815 

33.91 2，4l5 
39.61 2，374 

52. l' 582 

民
υ

パ

せ

〆

む

O
〆

4
a
n
h
)

T
A

円

U

ハU
η

J

h

L

U

1
よ

r
h
u
O
2
7
7
4
 

1

1

1

1

 

〔戸数規模別 〕

- 9戸

10 - 14 

15 - 19 

20 - 24 

25 - 29 

〔人口増減率別〕

- -'30ro 

-'30 - -'20 

ム20-ム10

ム10- 0 

0-

〔中心集落までの距離別〕

- 2km 

2 - 4 

4 - 6 

6 - 10 

10 - 20 

20 -

一
六

人
口
増
減
率
別
に
み
る
と
、
戸
数
規
模
別
の
場
合

と
全
く
同
様
に
、
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
町
村

道
延
長
割
合
三
割
以
下
の
集
落
割
合
で
は
差
が
な
い

が
、
そ
れ
以
外
の
三
つ
の
側
面
で
は
、
人
口
減
少
率

が
低
下
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
低
下
し
て
ゆ
き
、

人
口
増
加
集
落
で
は
こ
の
割
合
が
最
小
に
な
っ
て
い

る
。
道
路
条
件
の
劣
悪
な
集
落
は
人
口
減
少
の
激
し

い
集
落
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
道

路
条
件
の
劣
悪
さ
が
、
人
口
激
減
の
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
心
集
落
ま
で
の
道
路
距
離
別
に
み
る
と
、
道
路

整
備
状
況
を
示
す
四
つ
の
指
標
す
べ
て
に
つ
い
て
、

中
心
集
落
に
最
も
近
い
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
集

落
で
、
道
路
条
件
劣
悪
な
集
落
の
割
合
は
最
低
で
あ

り
、
中
心
集
落
ま
で
の
距
離
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
こ

の
割
合
は
増
大
し
て
ゆ
く
。
道
路
条
件
は
辺
地
集
落

ほ
ど
劣
悪
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
示
は
省
略

し
た
が
、

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
に
み

て
も
、
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
集
落
ほ
ど
道
路
整

備
状
況
は
劣
悪
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

の
で
あ
る
。



過
疎
小
規
模
集
落
の
交
通
条
件

集
落
の
居
住
者
が
主
に
利
用
す
る
公
共
交
通
機
関
の
種
類
別
の
運
行
回

数
別
集
落
構
成
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
交

通
条
件
、
そ
の
利
便
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
幻
表
を
み
ら
れ
た
い
。
公

共
交
通
機
関
と
し
て
は
鉄
道
(
電
車
を
含
む
可
パ
ス
、
船
舶
の
三
つ
を

と
り
あ
げ
た
が
、
船
舶
の
場
合
は
該
当
集
落
が
少
な
い
の
で
運
行
回
数
は

省
略
し
て
あ
る
。

過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、
最
も
多
い
の
は
パ
ス
の
利
用
で
あ
り
、
全

体
の
八
O
%
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
点
は
全
国
全
集
落
と
ほ
と
ん
ど
差
が

な
い
。
船
舶
利
用
集
落
は
両
方
と
も
無
視
し
う
る
数
で
あ
り
、
特
定
の
離

島
集
落
だ
け
で
あ
る
。
全
国
全
集
落
と
較
べ
て
差
異
が
あ
る
の
は
鉄
道
利

3 

用
集
落
で
あ
り
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、
鉄
道
利
用
集
落
の
割
合
は

全
国
全
集
落
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
差
異
は
、
鉄
道
、

パ
ス
、
船
の
い
ず
れ
の
公
共
交
通
機
関
も
利
用
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
交

通
手
段
は
自
分
の
足
か
、
自
家
用
車
そ
の
他
個
人
的
な
交
通
手
段
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
集
落
、
か
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
二
二
%
も
あ
り
、
こ

の
割
合
は
全
国
全
集
落
の
二
倍
以
上
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

運
行
回
数
別
に
み
る
左
、
利
用
集
落
が
圧
倒
的
に
多
い
パ
ス
の
場
合
で

も
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
一
日
の
運
行
回
数
が
三
回
以
下
と
四

t
九

回
を
合
わ
せ
て
、
パ
ス
運
行
回
数
の
少
な
い
集
落
が
全
体
の
五
七
%
、
バ

ス
利
用
集
落
の
七
二
%
も
占
め
て
お
り
、
パ
ス
利
用
集
落
が
多
い
と
は
い

っ
て
も
運
行
回
数
か
ら
み
て
パ
ス
の
利
便
性
は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な

税務
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医療施設種類別，距離別集落数構成第 28表

医療施設種類別

一
六
回

ぃ
。
過
疎
小
規
模
集
落
は
老
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
交
通
弱
者
に
と
っ
て
の
足
の
使
は
き
わ
め
て
貧
弱
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

4

過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
医
療
施
設

住
民
の
生
命
、
健
康
を
守
る
た
め
の
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う

こ
と
は
、
地
域
の
生
活
環
境
の
整
備
に
と
っ
て
は
必
須
の
条
件
で
あ
ろ
う
。

過
疎
小
規
模
集
落
の
ば
あ
い
、
医
療
施
設
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
み
る
た
め
に
、
医
療
施
設
種
類
別
、
医
療
施
設
ま

で
の
道
路
距
離
別
の
集
落
構
成
を
ま
と
め
て
み
た
。
第
お
表
を
み
ら
れ
た

'ν
 

集
落
居
住
者
が
ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
医
療
施
設
を
種
類
別
に
み
る
と
、

医
師
、
が
常
時
勤
務
し
て
い
な
い
診
療
所
や
介
輔
、
巡
回
診
療
の
み
と
い
っ

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
い
集
落
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
過
疎
小
規
模

集
落
の
九
六
%
は
、
病
院
・
個
人
医
院
、
医
師
常
勤
の
診
療
所
な
ど
、
常

時
医
師
が
い
る
医
療
施
設
を
利
用
で
き
る
集
落
で
あ
る
。
全
国
全
集
落
と

比
較
し
て
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
診
療
所
利
用
集
落
の
割
合
が
高

く
、
個
人
医
院
利
用
集
落
は
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

全
国
全
集
落
に
較
べ
る
と
こ
の
割
合
は
低
い
。
そ
し
て
割
合
こ
そ
小
さ
い

が
、
医
師
非
常
勤
の
診
療
所
利
用
集
落
の
割
合
は
、
全
国
全
集
落
の
二
倍

以
上
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
通
常
利
用
し
て
い
る
医
療
施
設
ま
で
の
道
路
距
離
別



第四表医療施設まで 10km以上の集落の構成

|集落数|割合 11 区 分 |集落数|割

引Ic人口増 減率別JI 
31. 2 11 - .0.30% 

24. 3 11 .0.30 - .0.20 

20.2 11 ム20- "10 

18.4 11 .0.10 - 0 

16.311 0 -

21. 2 11 合計
CD 1 D市町村ま
での時間別〕

-3C分

30分-1時間

l時 間 ~

無関 係

合計

〔老齢化割合別〕

- 10% 

10 - 15 

15 - 20 

20 - 25 

25 - 30 

3コ~
合

A 
口

% 

27.8 

20.0 

17.3 

14.9 

16.2 

21. 2 

1，960 

871 

773 

354 

252 

4，210 

814 

950 

939 I 

842 

665 

4，210 

15.1 

1ヲ.8

22.5 

28.1 

21. 2 

26.9 

22.1 

19.4 

18.4 

22.0 

25.3 

21. 2 

529 

1，333 

1，372 

976 

4J10| 

572 I 

1，120 

1，180 

701 

351 

286 

4，210 

31. 5 

27. 7 

26.5 

24.1 

21. 2 

989 

535 

167 

472 

4，210 

〔戸数規模別〕

- 9戸

10 - 14 

15 - 19 

20 - 24 

25 - 29 

合 計

〔地域別〕

北海 道

東北

近畿

四国

全 国計
〔中心集落までの距離
別〕

分区

9.4 

5. 7 

5.8 

8.5 

55.4 

56. I li 
21. 2 11 

163 

188 

229 

428 

2，616 

586 

4，210 

- 2km 

2 - 4 

4 - 6 

6 - 10 

10 - 20 

20 -

A 
Eコ 計

の
集
落
構
成
を
み
て
ゆ
く
。
医
療
施
設
ま
で
の
距
離

は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
ア
ク
セ
ス
の

容
易
さ
の
度
合
を
示
す
有
用
な
指
標
と
い
え
る
。

過
疎
小
規
模
集
落
は
、
全
国
全
集
落
と
較
べ
る
と
、

医
療
施
設
ま
で
の
道
路
距
離
が
長
い
集
落
の
割
合
が

概
し
て
大
き
い
。
す
な
わ
ち
徒
歩
通
院
が
容
易
で
な

い
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
集
落
が
全
体
の
六
六
%

も
あ
り
、
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
っ
た
遠
距

離
通
院
を
強
い
ら
れ
る
集
落
が
一
一
一
%
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
通
常
利
用
す
る
医
療
施
設
ま
で
の
距
離

が
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
っ
た
遠
距
離
通
院

集
落
四
一
一
一

O
集
落
を
と
り
出
し
て
、
こ
れ
ら
の
集

落
の
性
格
を
み
る
と
、
第
汐
表
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
地
域
別
に
み
る
と
、
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
と
い
う
遠
距
離
通
院
集
落
の
割
合
が
過
疎
小
規
模

集
落
の
平
均
一
一
一
%
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
北
海

道
、
東
北
、
近
畿
、
四
国
の
四
地
域
で
あ
る
。
ま
た

戸
数
規
模
別
、
人
口
増
減
率
別
に
み
る
と
、
遠
距
離

通
院
集
落
の
割
合
は
、
戸
数
規
模
が
小
さ
い
集
落
、

人
口
減
少
の
著
し
い
集
落
で
大
き
く
、
戸
数
規
模
が

ふ
え
る
ほ
ど
、
ま
た
人
口
減
少
率
が
低
く
な
る
ほ
ど

言十

一
六
五



第 30 表

ゼロ
1

集 落 数 10,176 

構 成 比(%) 51. 4 
全国全集落構成比

（％） 26.9 

供給・終末処理方法別集落構成

集 落 数
構 成 比(%)

全国全集落構成比
(%2 

水 道 普 及 率 別

1割 I 2~314~5 I 6~71 s ~ I 合計

265 322 482 439 8, 120 19,804 
I. 3 I. 6 2. 4 2. 2 41. 0 100. 0 
I. 3 2. 0 2. 5 2. 5 64. 8 100. 0 

し尿処理方法別 ごみ処理方法別

謬謬 1:羹糾闘麟 1�� 合計

IO 54 2,786 2,321 14,633 6,315 137 13,352 19,804 

0. I 0. 3 14. 1 I l. 7 73. 9 31. 9 0. 7 67. 4 100. 0 

0. 3 I. l 29. 2 23. 9 45. 4 58. 8 0. 9 40. 3 100. 0 

家庭雑排 水処理方法別

公 共集 落
1
宅地叫町 I I農業用

下水道排水溝吸水溝放流排水路 その 他 1 合計

集 落 数 33 3,029 2,373 3, 705 6,450 4,214 19, 8041 

構 成 比(%) 0. 2 15. 3 12. 0 18. 7 32. 6 21. 3 100. 0 
全国全集落構成比

（％） I. 0 25. 4 8. 8 16. 3 36. 5 12. 0 100. 0 

注． 全国全集落は， 市荷化区域内 の 集落を除いたも の ．

5

 

そ
の
割
合
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る 。
遠
距
離
通
院
を
強
い
ら
れ

て
い
る
集
落
は 、
超
小
規
模
集
落
や
人
口
激
減
集
落
に
多
い
の

で
あ
る 。

つ
ぎ
に
集
落
の
位
置
と
い
う
点
か
ら
み
る
と 、
都
市
か
ら
遠

い
集
落 、
中
心
集
落
か
ら
遠
い
辺
地
集
落
ほ
ど
遠
距
離
通
院
集

落
の
割
合
が
大
き
く 、
と
く
に
後
者
の
辺
地
集
落
（
中
心
集
落

ま
で一
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
集
落）
の
半
分
以
上
は
遠
距

離
通
院
集
落
で
あ
る 。

最
後
に
老
齢
化
割
合
別
に
み
る
と 、
老
齢
化
割
合一
0
％
以

下
と 、
三
0
％
以
上
と
い
っ
た 、
あ
ま
り
老
齢
化
し
て
い
な
い

集
落
と
老
齢
化
の
顕
著
な
集
落
の
両
方
で
遠
距
離
通
院
集
落
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り 、
後
者
の
老
人
集
落
で
は
道
路
交
通

条
件
が
悪
く 、
し
か
も
医
療
施
設
ま
で
遠
い
と
い
う
こ
と
は 、

今
後
の
過
疎
対
策
を
考
え
る
場
合 、
と
く
に
留
意
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う 。過

疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
供
給・
終
末
処
理
の
状
況

つ
ぎ
に
過
疎
小
規
模
集
落
の
供
給・
終
末
処
理
を
と
り
あ
げ

る 。
供
給
施
設
と
し
て
は
水
道
の
普
及
率 、
終
末
処
理
と
し
て

は 、
し
尿
処
理
の
方
法
と
ご
み
処
理
の
方
法 、
家
庭
雑
排
水
の

処
理
方
法
を
と
り
あ
げ
て 、
集
落
構
成
を
み
て
ゆ
く
（
第
30

表）。

一
六
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水
道
の
普
及
率
を
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
半
分
以
上
の
集
落

に
水
道
か
な
い
。
全
圏
全
集
落
で
は
全
く
水
道
が
な
い
集
落
は
二
七
%
あ

り
、
過
疎
小
規
模
の
水
道
普
及
率
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
水
道
の
あ
る
集
落
に
限
っ
て
み
る
と
、
集
落
内
農
家
の
水
道
普
及
率
は

概
し
て
高
い
。
す
な
わ
ち
水
道
普
及
率
八
割
以
上
の
集
落
は
過
疎
小
規
模

集
落
全
体
の
四
一
%
で
、
こ
れ
は
水
道
の
あ
る
集
落
の
八
四
%
に
あ
た
る
。

つ
ぎ
に
し
尿
処
理
方
法
別
の
集
落
数
の
構
成
を
み
る
。
し
尿
処
理
は
、

環
境
衛
生
の
視
点
か
ら
は
、
公
共
下
水
道
に
よ
る
水
洗
処
理
が
最
も
望
ま

し
く
、
自
家
処
理
の
水
洗
、
公
共
機
関
に
よ
る
く
み
と
り
、
個
人
業
者
に

よ
る
く
み
と
り
、
自
家
処
理
の
順
に
な
ろ
う
。
し
か
し
過
疎
小
規
模
集
落

で
は
、
こ
の
最
下
位
の
自
家
処
理
に
行
な
っ
て
い
る
集
落
が
全
体
の
七
四

%
と
、
圧
倒
的
に
多
く
、
公
共
下
水
道
で
処
理
す
る
水
洗
方
式
や
自
家
浄

化
槽
の
水
洗
方
式
を
と
る
集
落
は
合
わ
せ
て
も
一
%
に
み
た
ず
、
無
視
し

う
る
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
く
み
と
り
方
式
の
集
落
に
し
て
も
全
国
全
集

落
と
較
べ
る
と
、
そ
の
割
合
は
低
い
。
戸
数
規
模
が
小
さ
く
、
し
か
も
集

落
が
広
範
囲
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
こ
の
状
況

も
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
小
規
模
か
つ
局
地
型
農
村
下
水
道

の
開
発
・
整
備
が
望
ま
れ
る
。

ご
み
処
理
方
法
別
の
集
落
数
構
成
を
み
る
と
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は

自
家
処
理
の
集
落
が
六
七
%
を
占
め
、
全
国
全
集
落
の
四
O
%
と
較
べ
る

と
際
立
っ
て
多
い
。
そ
し
て
公
共
機
関
に
よ
る
ご
み
処
理
を
行
な
っ
て
い

《
ノ

l
卜
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
溶
の
構
造

る
集
落
の
割
合
は
、
全
国
全
集
落
よ
り
も
か
な
り
小
さ
い
。
し
尿
処
理
の

場
合
と
同
様
、
戸
数
規
模
が
小
さ
く
、
分
散
し
て
い
る
と
い
う
過
疎
小
規

模
集
落
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
家
庭
内
廃
棄
物
の

自
家
処
理
そ
れ
自
体
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
、
生
活
と
生
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
視
点
か
ら
は
む
し

ろ
奨
励
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
要
は
環
境
衛
生
面
で
問
題
か
生
じ
な
い
処

理
方
法
如
何
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
家
庭
雑
排
水
の
処
理
方
法
別
集
落
数
構
成
で
あ
る
が
、
最
も

望
ま
し
い
公
共
下
水
道
に
よ
る
処
理
は
わ
ず
か

0
・
二
%
に
す
ぎ
な
い
。

集
落
内
排
水
溝
に
流
し
て
い
る
集
落
が
一
五
%
で
、
こ
の
割
合
は
全
国
全

集
落
と
較
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
最
も
多
い
の
が
河
川
や
農
業
用
排
水
路

に
流
し
て
い
る
集
落
で
、
い
わ
ゆ
る
た
れ
流
し
集
落
が
過
疎
小
規
模
集
落
、

全
国
全
集
落
と
も
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
過
疎
小
規
模
集
落
は
山

村
集
落
や
農
山
村
集
落
で
あ
り
、
概
し
て
豊
か
な
緑
、
澄
ん
だ
水
流
、
す

ぐ
れ
た
景
観
と
い
っ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
水
道
の
普
及

率
が
低
く
、
地
下
水
、
流
水
を
水
源
と
し
て
利
用
す
る
集
落
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
と
く
に
水
質
汚
染
に
つ
な
が
る
家
庭

雑
排
水
の
放
流
は
是
王
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同

小

括

過
疎
小
規
模
集
落
の
構
造
と
特
性
と
を
、
経
済
活
動
の
局
面
と
生
活
行

一
六
七



《
ノ
ー
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

動
の
局
面
か
ら
み
て
き
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は

農
家
率
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
か
ら
、
農
業
生
産
活
動
と
そ
の
主
体
で
あ

る
農
家
と
農
家
労
働
力
の
状
況
、
さ
ら
に
農
業
生
産
活
動
の
場
で
あ
る
土

地
の
利
用
と
農
地
の
基
盤
整
備
の
状
況
の
考
察
を
通
し
て
、
そ
の
特
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
集
落
住
民
に
と
っ
て
の
生
活
環
境

を
、
住
民
生
活
に
か
か
わ
る
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
し
め
く
く
り
を
し
て
お
く
。

第
一
は
、
農
業
生
産
活
動
の
基
幹
的
な
担
い
手
で
あ
る
農
業
主
業
農
家

や
中
核
農
家
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
農
家
の
層
が
厚
い
集
落
は
、
地
域
的

に
は
北
海
道
に
極
端
に
集
中
し
て
お
り
、
戸
数
規
模
九
戸
以
下
の
超
小
規

模
集
落
に
多
く
、
中
心
集
落
か
ら
離
れ
た
集
落
、
そ
し
て
老
齢
化
が
さ
ほ

ど
進
行
し
て
い
な
い
集
落
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
二
は
出
稼
ぎ
農
家
で
あ
る
が
、
過
疎
小
規
模
集
落
と
い
え
ど
も
出
稼

農
家
率
は
概
し
て
低
い
。
し
か
し
出
稼
ぎ
が
比
較
的
多
い
集
落
は
、
北
海

道
、
東
北
、
北
陸
、
四
国
に
多
く
、
雇
用
機
会
の
乏
し
い
辺
地
集
落
、
ま

た
人
口
減
少
は
激
し
い
が
老
齢
化
は
あ
ま
り
進
行
し
て
い
な
い
集
落
に
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
農
家
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
戸
当
た
り
農
産
物
販
売
額
や
経
営
耕
地
面
積
で
み
た
経
営
規
模
は
、
全

国
平
均
よ
り
零
細
で
あ
る
が
、
販
売
額
二

O
O万
円
以
上
や
耕
地
面
積
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
落
も
結
構
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
集
落
は
北

一
六
八

海
道
に
集
中
し
て
お
り
、
戸
数
規
模
の
小
さ
い
集
落
、
老
齢
化
が
進
行
し

て
い
な
い
集
落
に
多
く
み
ら
れ
る
。

第
四
は
、
農
家
の
労
働
力
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
過
疎
小
規
模
集
落
で

は
集
落
人
口
の
う
ち
一
六

t
二
九
歳
の
青
年
層
の
割
合
が
概
し
て
小
さ
く
、

農
外
雇
用
機
会
が
乏
し
い
た
め
安
定
兼
業
従
事
者
率
の
低
い
集
落
が
多
い
。

農
業
就
業
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、
農
業
就
業
人
口
中
生
産
年

齢
人
口
の
割
合
は
、
全
国
平
均
と
較
べ
て
む
し
ろ
高
く
な
っ
て
い
る
集
落

が
多
い
。
集
務
の
人
的
活
力
を
示
す
男
子
二
ハ

t
二
九
歳
層
人
口
の
割
合

が
高
い
集
落
を
み
る
と
、
地
域
的
に
は
概
し
て
わ
が
国
の
主
要
農
業
地
帯

の
集
落
に
多
く
、
経
営
規
模
の
場
合
と
同
様
、
戸
数
規
模
が
小
さ
く
、
む

し
ろ
人
口
減
少
率
の
大
き
い
集
落
に
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
中
で
農
業
生
産
活
動
の
基
幹
的
担

い
手
農
家
の
層
が
厚
く
、
経
営
規
模
が
大
き
く
、
男
子
青
年
層
の
割
合
が

相
対
的
に
厚
い
活
力
の
あ
る
集
落
は
、
北
海
道
を
中
心
に
分
布
し
て
お
り
、

戸
数
規
模
の
小
さ
い
、
人
口
減
少
は
激
し
い
が
老
齢
化
割
合
は
低
い
集
落

に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
戸
数
規
模
の
小
さ
く
、
人
口
減
少
が
激
し
い

集
落
に
こ
れ
ら
活
力
の
あ
る
集
落
の
割
合
が
高
い
の
は
、
北
海
道
の
集
落

の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
は
土
地
利
用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
土
地
利
用
面
か
ら
み
て
過
疎

小
規
模
集
落
は
山
村
な
い
し
農
山
村
の
水
田
集
落
が
多
い
。
耕
地
面
積
の

減
少
は
顕
著
で
あ
る
が
、
全
体
の
二
三
%
'
を
占
め
る
耕
地
増
加
集
落
を
み



る
と
、
北
海
道
、
東
北
に
集
中
し
て
お
り
、
人
口
減
少
率
の
低
い
な
い
し

は
人
口
増
加
集
落
、
あ
ま
り
老
齢
化
し
て
い
な
い
集
落
に
多
い
。
農
地
転

用
状
況
を
み
る
と
、
山
林
へ
の
転
用
(
植
林
)
が
多
く
、
住
宅
や
工
場
な

ど
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
転
換
の
事
例
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
は
土
地
基
盤
整
備
状
況
で
あ
る
が
、
水
田
の
区
画
整
理
は
き
わ
め

て
遅
れ
て
お
り
、
小
区
画
・
不
整
形
の
水
田
、
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

昭
和
四
五
年
以
降
の
農
業
基
盤
整
備
実
施
の
有
無
を
み
る
と
、
実
施
集
落

の
割
合
は
全
国
な
み
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
農
業
構
改
事
業
お
よ
び
土
地

改
良
事
業
に
よ
る
土
地
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。

つ
ぎ
は
過
疎
小
規
模
集
落
の
生
活
環
境
条
件
の
如
何
で
あ
る
が
、
小
学

校
ま
で
の
距
離
、
集
落
内
を
通
っ
て
い
る
市
町
村
道
と
一
般
生
活
道
の
整

備
状
況
、
公
共
交
通
機
関
の
種
類
と
運
行
回
数
、
日
常
利
用
し
て
い
る
医

療
施
設
の
種
類
と
擁
設
ま
で
の
距
離
、
そ
し
て
水
道
の
普
及
率
と
し
尿
・

ご
み
・
家
庭
雑
排
水
の
処
理
方
法
と
い
っ
た
、
通
学
の
便
・
不
便
、
道
路

条
件
、
交
通
条
件
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
享
受
の
度
合
、
供
給
・
終
末
処
理
施

設
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
如
何
の
五
つ
の
集
落
生
活
環
境
指
標
で
み
る
と
、

過
疎
小
規
模
集
落
の
生
活
環
境
条
件
は
、
全
国
全
集
落
と
較
べ
て
低
水
準

に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

小
学
校
ま
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
遠
距
離
通
学
を
強
い
ら
れ

る
集
落
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
全
体
の
三
割
に
も
達
し
て
お
り
、
市
町
村

道
や
一
般
生
活
道
の
幅
員
や
舗
装
率
も
全
国
の
全
集
落
と
較
べ
て
著
し
く

《
ノ
l
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

立
ち
遅
れ
て
い
る
。
公
共
交
通
機
関
で
は
パ
ス
利
用
が
主
体
で
あ
る
が
、

パ
ス
運
行
回
数
か
ら
み
る
と
利
便
性
は
決
し
て
高
く
な
い
。

過
疎
小
規
模
集
落
住
民
が
通
常
利
用
し
て
い
る
医
療
施
設
は
大
体
が
医

師
が
常
勤
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
最
低
限
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
状
態
に
あ
る
が
、
医
療
施
設
ま
で
遠
距
離
の
集
落
の
割
合
は
全
国
全

集
落
と
較
べ
る
と
か
な
り
高
い
。
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
遠
距

離
通
院
を
強
い
ら
れ
る
集
落
が
二
割
余
を
占
め
て
お
り
、
医
療
箱
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
い
う
占
川
で
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
は
き
わ
め
て
不
利
な
状
況

に
あ
る
と
い
え
る
。

供
給
・
終
末
処
理
施
設
に
関
し
て
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
で
は
、
水
道

の
な
い
集
落
の
割
A
口
が
大
き
い
。
ま
た
し
尿
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
自

家
処
理
集
落
が
圧
倒
的
に
多
く
、
家
庭
雑
排
水
処
理
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ

る
た
れ
流
し
を
し
て
い
る
集
落
が
半
分
を
占
め
、
終
末
処
理
施
設
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
き
わ
め
て
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
生
活
環
境
条
件
の
悪
い
過
疎
小
規
模
集
落
に
つ
い
て
、
と

く
に
小
学
校
へ
の
涛
日
距
離
通
学
集
落
、
遠
距
離
通
院
集
落
、
道
路
条
件
が

劣
悪
な
集
落
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
集
落
の
性
格
を
み
る
と
、
超
小
規

模
集
落
、
人
口
激
減
集
落
、
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
集
落
、
中
心
集
落

か
ら
遠
距
離
の
辺
地
集
落
に
条
件
の
悪
い
集
落
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

さ
き
に
、
戸
数
規
模
の
小
さ
い
集
落
や
人
口
激
減
集
落
に
む
し
ろ
農
業

生
産
活
動
が
活
発
な
集
落
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
こ

ノ、

九



《
ノ
l
ト
》

過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

れ
ら
の
集
落
は
生
活
環
境
条
件
が
劣
悪
で
あ
っ
た
。
農
村
に
お
い
て
は
生

産
と
生
活
と
は
同
一
空
間
で
営
ま
れ
、
両
者
は
分
離
で
き
な
い
。
良
き
生

活
環
境
の
下
で
こ
そ
優
れ
た
生
産
活
動
が
可
能
と
な
る
。
劣
悪
な
生
活
環

境
は
い
ず
れ
農
業
生
産
活
動
に
は
ね
返
っ
て
、
集
落
の
活
力
を
失
わ
せ
る

お
そ
れ
が
大
き
い
。

過
線
地
域
、
と
く
に
集
積
の
利
益
に
乏
し
い
過
疎
小
規
模
集
落
の
場
合
、

都
市
地
域
や
平
地
農
村
の
集
落
と
の
伺
の
格
差
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
住
民
の
生
活
環
境
の
利
便
性
、
保
健
性
に
関
す
る
限
り
過
疎
小

規
模
集
落
は
か
な
り
の
格
差
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
格
差

の
縮
小
に
は
市
町
村
、
地
域
社
会
(
集
落
)
自
体
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
や
は
り
国
や
都
道
府
県
等
の
公
共
施
設
整
備
の
た
め
の
公
共
投
資

に
よ
る
挺
子
入
れ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

注
ハ
l
)

推
計
方
法
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
農
家
調
査
の
農
産
物
販
売
額

規
模
別
農
家
数
の
デ
1

9
か
ら
、
販
売
額
規
模
階
級
の
中
位
数
、

す
な
わ
ち
一

O
万
円
未
満
な
ら
五
万
円
、
一

O
t
玉
O
万
円
な

ら
三

O
万
円
、
一
五

O
O
万
円
以
上
な
ら
三

0
0
0
万
円
に
、

各
階
級
の
農
家
数
を
乗
じ
て
、
そ
の
総
和
を
も
っ
て
わ
が
圏
総

農
家
の
農
産
物
販
売
総
額
と
す
る
。
こ
れ
を
総
農
家
数
で
除
し

て
、
農
家
平
均
販
売
額
と
す
る
。

(

2

)

農
業
集
落
調
査
の
耕
地
率
は
、
分
母
に
あ
た
る
集
落
の
総
土

地
面
積
が
実
測
値
で
は
な
く
、
集
落
の
事
情
精
通
者
が
聴
き
取

一
七

O

り
調
査
で
答
え
た
集
落
の
総
耕
地
と
山
林
原
野
面
積
の
合
計
で

あ
り
、
不
正
確
な
値
と
考
え
ら
れ
る
。

(

3

)

過
疎
地
域
で
は
児
童
・
生
徒
数
の
大
幅
減
少
に
よ
り
分
校
の

整
理
・
統
合
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
五
年
度
の
小
学
校
分
校
九

八
八
校
が
五
五
年
度
に
は
五

O
七
校
へ
と
半
減
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
過
疎
小
規
模
集
溶
に
お
い
て
遠
距
離
通
学
を
強
い
る

結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
国
土
庁
過
疎
対
策
室
編
『
昭

和
五
六
年
版
・
過
疎
対
策
の
現
況
』
、
三
八
頁
)
。

(

4

)

農
業
集
落
調
査
で
の
一
般
生
活
道
と
は
、
国
道
・
都
道
府
県

道
、
市
町
村
道
以
外
の
道
路
で
、
農
業
集
落
の
居
住
者
が
生
活

道
(
農
道
お
よ
び
私
道
を
含
む
)
と
し
て
ふ
だ
ん
町
引
用
し
て
い

る
道
路
で
あ
る
。

(

5

)

こ
こ
で
い
う
水
道
と
は
、
水
道
法
に
も
と
づ
く
上
水
道
、
筒

易
水
道
、
専
用
水
道
と
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
等
で
敷
設

し
た
水
道
で
あ
り
、
単
に
何
戸
か
が
共
同
で
湧
水
を
と
い
で
ひ

い
た
り
、
井
戸
か
ら
動
力
ポ

γ
プ
で
給
水
し
て
い
る
も
の
は
含

ま
れ
な
い
。

五

む

す

び

我
々
は
、
過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
全
体
の
構
成
と
特
性
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
集
落
と
い
う
微
地
域
を
単
位
と
し
た
統
計
デ
ー
タ
を
利
用

し
て
、
し
か
も
全
国
レ
ベ
ル
で
の
統
計
分
析
と
い
う
方
法
に
よ
る
ア
プ
ロ



ー
チ
を
試
み
た
。
集
落
単
位
の
デ
l
タ
と
し
て
は
、
「
一
九
八

O
年
世
界

農
林
業
セ
ン
サ
ス
・
農
業
集
落
カ
l
ド
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
量
か
っ

多
様
な
情
報
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
項
目
を
選
択
し
て
使
用
し
、
全
国
レ

ベ
ル
で
の
分
析
と
は
、
昭
和
五
六
年
四
月
一
日
現
在
の
過
疎
市
町
村
の
約

四
万
二
千
の
農
業
集
落
、
そ
し
て
と
く
に
戸
数
三

O
戸
未
満
の
一
万
九
八

O
四
集
落
を
小
規
模
集
落
と
し
て
と
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
対
象
と
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
ず
、
全
国
農
業
地
域
別
、
戸
数
規
模
別
、
農
家
人
口
増
減
率

別、

D
I
D
市
町
村
ま
で
の
所
要
時
間
別
、
中
心
集
落
ま
で
の
道
路
距
離

別
、
老
齢
化
割
合
別
と
い
っ
た
六
つ
の
基
礎
分
類
を
組
み
合
わ
せ
て
、
過

疎
小
規
模
集
落
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
成
、
分
布
を
示
し
て
い
る

か
を
み
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
三
の
闘
で
小
括
し
て
お
い
た
。

つ
ぎ
に
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
特
性
と
問
題
状
況
を
よ
り
詳
細
に
検
討

す
る
た
め
に
、
上
記
の
六
つ
の
基
礎
分
類
を
表
側
に
お
き
、
表
頭
に
は

「
農
業
集
落
カ
l
ド
」
か
ら
選
択
し
た
集
落
の
特
性
を
一
不
す
い
く
つ
か
の

指
標
の
分
類
を
お
い
た
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
、
こ
の
ク
ロ
ス
表
が
示
す
集

落
数
構
成
を
ベ

l
ス
に
し
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
分
析
を
試
み
た
。

こ
の
分
析
は
、
三
つ
の
分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
過
疎
小
規
模

集
落
に
お
け
る
経
済
活
動
を
担
う
主
体
の
あ
り
様
を
、
農
家
と
農
家
労
働

力
の
状
況
の
考
察
を
通
し
て
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、

土
地
利
用
を
中
心
に
し
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
特
徴
を
み
て
ゆ
こ
う
と
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過
疎
地
域
小
規
模
集
落
の
構
造

い
う
分
野
で
あ
り
、
土
地
利
用
状
況
と
土
地
基
盤
整
備
の
状
況
を
把
握
す

る
。
第
三
は
、
過
疎
小
規
模
集
落
の
生
活
環
境
に
係
わ
る
分
野
で
あ
り
、

こ
れ
は
生
活
環
境
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
如
何
と
い
う
こ
と
が
中
心
に
な

る
。
こ
の
分
析
の
結
果
は
、
四
の
伺
に
小
括
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
農
業
集
落
カ
!
ド
の
情
報
の
範
囲
内
で
の
一
九
八

O
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
時
点
に
お
け
る
過
疎
小
規
模
集
落
の
総
括
的
な
実
態

の
把
握
と
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
過
疎

小
規
模
集
落
に
み
ら
れ
る
様
々
な
問
題
状
況
の
要
因
の
解
明
に
ま
で
は
至

っ
て
い
な
い
。
過
疎
小
規
模
集
落
の
中
で
、
停
滞
や
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
集
落
が
あ
る
一
方
で
、
何
故
発
展
し
て
い
る
集
落
が
あ
る
の
か
、

発
展
な
い
し
停
滞
、
崩
壊
の
要
因
分
析
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
集
落
の
発
展
、
停
滞
、
崩
壊
の
意
味
を
明
確
に
し
、

発
展
集
落
、
停
滞
集
落
、
崩
壊
集
落
を
判
定
す
る
基
準
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
判
定
基
準
に
も
と
。
つ
い
て
集
落
を
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
要
因
の
解
明
、
す
な
わ
ち
経
済
変
量
、
社
会
変
量

で
あ
た
え
ら
れ
る
ど
の
よ
う
な
集
落
特
性
が
こ
れ
に
影
響
し
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
手
法
と
し
て
は
、
多
変
量
解
析
の
各
種
の
手
法
が

適
用
で
き
よ
う
。
こ
の
場
合
も
、
や
は
り
農
業
集
落
カ
l
ド
の
一
覧
表
テ

ー
プ
は
有
用
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
、
停
滞
、
崩
壊
集
落
に
つ
い
て
の
要
因
分
析
の

結
果
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
等
で
得
ら
れ
た
過
疎
小
規

七
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七

模
集
落
の
崩
壊
阻
止
の
具
体
的
事
例
や
、
発
展
の
芽
ば
え
の
事
例
を
基
礎

と
し
て
、
過
疎
小
規
模
集
落
に
お
け
る
定
住
促
進
の
た
め
の
方
策
、
小
規

模
集
落
の
再
編
成
の
具
体
的
途
筋
等
の
検
討
と
提
言
が
可
能
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
過
疎
地
域
小
規
模
集
落
に
か
か
わ
る
分
析
に

と
っ
て
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
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